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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木   10〜20時
水・金   13〜20時
第2、第4土曜日   閉室
第1、第3、第5土曜日   10〜18時

（
昭
文
社
、
１
９
７
０
年
）な
ど
で
ル
ー

ト
が
紹
介
さ
れ
、芦
生
に
京
都
府「
芦
生

山
の
家
」が
開
設
さ
れ
る
な
ど
で
、多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
地
域
は「
芦
生
原
生
林
」と
し
て

よ
り
も「
京
大
演
習
林（
研
究
林
）」と
呼

ば
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
由
良
川
源

流
の
中
核
地
域
が
京
都
大
学
農
学
部
付

属
演
習
林
（
２
０
０
３
年
に
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
芦
生
研
究

林
に
名
称
変
更
さ
れ
た
）
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
、
大
正
10（
１
９
２
１
）年
、
旧
・

知
井
村
九
ヶ
字
財
産
区
所
有
の
山
林
４

２
０
０
㏊
を
99
年
間
の
地
上
権
設
定
で

借
り
た
の
で
あ
る
。
京
都
大
学
に
新
設

さ
れ
る
林
学
科
の
実
習
・
教
育
の
た
め

で
あ
っ
た
。
契
約
は
極
め
て
簡
単
な
も

の
で
、99
年
間
に
全
て
を
伐
り
、新
植
し

て
返
す
、
得
ら
れ
た
収
益
は
折
半
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年

が
契
約
期
限
で
あ
っ
た
。
戦
争
も
な
く

契
約
通
り
に
経
過
し
て
お
れ
ば
、
原
生

林
は
き
れ
い
に
消
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
幸
い
と
い
う
べ
き
か
、
戦

争
で
の
事
業
中
断
な
ど
で
原
生
林
は
残

っ
た
。

演
習
林
設
置
後
、
こ
の
地
域
の
動
植

物
相
が
研
究
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
、
分

布
上
貴
重
な
植
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
東
大

理
学
部
教
授
で
、
の
ち
に
科
学
博
物
館

長
を
さ
れ
た
中
井
猛
之
進
博
士
は
芦
生

を
訪
れ
た
後
、「
植
物
ヲ
學
ブ
モ
ノ
ハ

一
度
ハ
京
大
ノ
芦
生
演
習
林
ヲ
見
ル
ベ

シ
」と『
植
物
研
究
雑
誌
』（
17
巻
５
号
、

１
９
４
１
年
）で
報
告
し
、こ
こ
に
あ
る

テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
を
新
種
ア
シ
ウ
テ
ン

ナ
ン
シ
ョ
ウ
、
ま
た
、
日
本
海
型
の
ス

ギ
を
変
種
ア
シ
ウ
ス
ギ
と
命
名
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ザ
ミ
の
新
種
ア
シ
ウ
ア
ザ

「
植
物
ヲ
學
ブ
モ
ノ
ハ
芦
生
演
習
林
ヲ

見
ル
ベ
シ
」

近
畿
地
方
以
外
の
方
に
は
な
じ
み
が

少
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
京
都
府
の

日
本
海
側
、
舞
鶴
と
宮
津
の
間
に
注
ぐ

由
良
川
の
源
流
が
芦あ

し

生う

原
生
林
で
あ
る
。

現
・
南
丹
市
美
山
町
芦
生
、
福
井
・
滋

賀
県
境
に
接
す
る
京
都
府
側
で
、
境
界

を
な
す
三
国
岳（
９
５
９
ｍ
）が
近
江
・

丹
波
・
山
城
の
境
界
、
三
国
峠（
７
７
６

ｍ
）が
若
狭
・
近
江
・
丹
波
の
境
界
で
あ

る
。
京
都
府
下
に
は
標
高
１
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
山
は
な
く
、
三
国
岳
が
京
都

府
第
３
位
の
高
さ
を
持
つ
。

戦
前
に
は
森
本
次
男
『
京
都
北
山
と

丹
波
高
原
』（
朋
文
堂
、
１
９
３
８
年
）、

住
友
山
岳
会『
近
畿
の
山
と
谷
』（
朋
文

堂
、１
９
４
１
年
）な
ど
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
た
が
、
戦
争
で
登
山
ど
こ
ろ
で

は
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、森
本
次
男『
京

都
北
山
と
丹
波
高
原
』（
山
と
溪
谷
社
、

１
９
６
５
年
）、金
久
昌
業『
京
都 

北
山
』

芦
生
の
里
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

『
芦
生
原
生
林
今
昔
物
語
』を
上
梓
し
て

渡
辺
弘
之

京
都
府
北
西
部
、
南
丹
市
美
山
町
に
位
置
し
、
由
良
川
源
流
に
広
が
る
芦
生

の
森
は
、
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
森
林
と
動
植
物
の
豊
か
さ
で
登
山

者
や
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
る
。
京
大
芦
生
演
習
林
に
勤
務
、

50
年
に
わ
た
っ
て
芦
生
の
森
の
移
り
変
わ
り
を
見
続
け
て
き
た
渡
辺
先
生
に
、

自
然
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
森
の
来
し
方
行
く
末
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
。
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電
の
ジ
ー
プ
が
入
林
し
て
い
た
。
ダ
ム

が
造
れ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
い
る

と
い
う
の
で
、
入
林
の
拒
否
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
ダ
ム
の
完
成
・
貯
水

ま
で
に
は
10
年
と
い
う
年
数
は
必
要
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
水
没
さ
せ
て
は
も

っ
た
い
な
い
、
ダ
ム
湖
に
沈
む
ま
で
に

樹
木
を
ど
う
や
っ
て
搬
出
す
る
か
考
え

な
い
と
い
け
な
い
が
、
ダ
ム
が
で
き
る

前
提
で
早
々
と
伐
採
計
画
を
作
る
の
は

早
過
ぎ
る
の
で
は
、
と
反
対
し
た
。

学
術
的
に
も
貴
重
な
原
生
林
だ
、
と

も
主
張
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
は
原
生
林

で
は
な
い
と
か
、
京
大
は
地
上
権
だ
け

九
ヶ
字
財
産
区
所
有
の
土
地
を
借
り
、

契
約
を
実
行
し
て
い
る
だ
け
、毎
年
、収

益
を
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
と
、

私
の
行
動
に
様
々
な
注
意
を
受
け
た
。

１
９
７
０
年
に
出
版
し
た
『
京
都
の
秘

境
・
芦
生
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店
）で
、芦

生
で
ダ
ム
計
画
が
進
ん
で
い
る
、
原
生

林
が
消
え
る
、
と
訴
え
た
。

京
都
大
学
に
は
著
名
な
生
態
学
者
が

た
く
さ
ん
い
る
、
原
生
林
の
保
存
に
は

こ
れ
ら
先
生
方
の
支
援
・
理
解
が
得
ら

れ
る
と
思
っ
た
が
、
原
生
林
の
貴
重
さ

は
理
解
し
て
も
ら
っ
て
も
、
地
上
権
設

定
で
の
借
地
、
収
益
を
折
半
し
て
い
る

実
情
か
ら
、
契
約
は
無
視
で
き
ず
、
京

大
も
簡
単
に
は
ダ
ム
建
設
を
拒
否
で
き

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

当
時
、
地
元
美
山
町
は
町
長
を
中
心

に
固
定
資
産
税
収
入
、
観
光
開
発
で
の

地
域
振
興
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
し
て
、
ダ

ム
誘
致
大
賛
成
で
あ
っ
た
。
ど
こ
の
集

落
も
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
ん
で

い
る
時
代
で
あ
っ
た
。

土
地
所
有
者
で
あ
る
九
ヶ
字
の
全
集

落
が
賛
成
し
て
い
た
な
ら
、
ダ
ム
計
画

は
確
実
に
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
、
地
元

芦
生
の
集
落
だ
け
が
ダ
ム
建
設
反
対
で

あ
っ
た
。
美
山
町
長
は
京
大
が
原
生
林

の
学
術
的
価
値
を
持
ち
出
し
た
と
き
、

99
年
の
契
約
終
了
時
に
は
全
て
新
植
し

て
返
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

に
、
70
年
も
過
ぎ
て
原
生
林
が
残
っ
て

い
る
の
は
契
約
を
守
っ
て
い
な
い
、
契

ミ
が
記
載
さ
れ
た
。
林
内
で
発
見
さ
れ

た
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ（
ゼ
ン
テ
イ
カ
）は
、

分
布
の
南
限
と
さ
れ
て
い
る
。

６
年
間
、
大
好
き
な
芦
生
暮
ら
し

１
９
６
１
年
、
私
は
京
大
大
学
院
農

学
研
究
科
に
入
学
し
て
、
研
究
テ
ー
マ

を
「
森
林
の
土
壌
動
物
の
落
葉
分
解
・

土
壌
耕
耘
へ
の
働
き
」
と
し
て
、
５
年

間
、
こ
こ
へ
何
度
も
通
っ
た
。
と
い
っ

て
も
、
交
通
不
便
な
場
所
で
、
毎
日
新

聞
社『
日
本
の
秘
境
』（
秋
元
書
房
、
１

９
６
１
年
）、『
全
国
秘
境
ガ
イ
ド
』（
日

本
交
通
公
社
、１
９
６
７
年
）で「
秘
境
」

と
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
バ
ス
の
終
点
・

田た

歌う
た

か
ら
約
８
㎞
を
歩
か
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
し
、
林
内
も
ま
だ
林
道
は
な

く
、
長
治
谷
小
屋
ま
で
約
２0 

㎞
を
歩
い

た
。
同
時
に
、
大
学
院
生
と
し
て
毎
年

の
学
部
学
生
の
樹
木
・
造
林
実
習
に
も

同
行
し
、
毎
晩
の
試
験
用
の
樹
木
の
サ

ン
プ
ル
作
り
な
ど
し
た
。

１
９
６
６
年
、
芦
生
演
習
林
へ
助
手

で
行
か
な
い
か
、
と
聞
か
れ
た
。
大
好

き
だ
っ
た
芦
生
へ
住
み
、
給
料
を
も
ら

っ
て
研
究
が
で
き
る
と
、「
行
き
ま
す
」

と
即
答
し
た
。
１
９
７
２
年
ま
で
の
６

年
間
、
こ
こ
へ
助
手
と
し
て
常
駐
し
た

の
で
あ
る
。
雪
深
い
所
で
、
最
深
積
雪

は
２
ｍ
に
も
な
っ
た
。
動
物
に
も
興
味

が
あ
っ
た
。
当
時
は
、
ク
マ
が
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
を
剥
ぐ「
ク
マ
剥
ぎ
」被

害
が
ひ
ど
か
っ
た
と
き
で
、
ク
マ
剥
ぎ

の
実
態
な
ど
を
調
べ
た
。

幻
と
な
っ
た
芦
生
ダ
ム
建
設
計
画

赴
任
し
て
す
ぐ
の
こ
と
、
最
上
流
の

上
谷
を
独
り
で
歩
い
て
い
た
ら
、
原
生

林
の
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
に
真
新
し
い
刻

印
が
打
っ
て
あ
る
。
樹
木
を
伐
採
す
る

と
き
、
検
査
し
た
も
の
・
盗
伐
で
は
な

い
と
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
林
道

の
終
点
か
ら
も
遠
い
、
最
上
流
の
こ
と

で
あ
る
。
事
務
所
で
確
か
め
る
と
、
上

谷
に
若
狭
の
原
発
群
と
連
動
し
た
関
西

電
力
の
揚
水
式
ダ
ム
建
設
計
画
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。気
が
つ
く
と
連
日
、関

京都大学芦生研究林（元・演習林）の入り口

上谷の支流、野田畑谷のトチノキ林。トチの実や栃蜜採集のため
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生
原
生
林
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
国
定

公
園
の
指
定
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
、
99
年
の
契
約
期
限
が

来
て
、
新
し
く
30
年
間
の
再
契
約
が
で

き
た
。
し
か
し
、
森
林
の
研
究
に
30
年

は
短
か
過
ぎ
る
。
研
究
教
育
の
場
と
し

て
、
京
都
大
学
も
さ
ら
に
借
用
を
続
け

た
い
し
、
土
地
所
有
者
の
九
ヶ
字
財
産

区
管
理
会
も
国
定
公
園
の
中
核
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
が
貴

重
な
森
林
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
し
か
し
、
４
２
０
０
㏊
の
貸
与
に

対
し
そ
れ
な
り
の
使
用
料
は
欲
し
い
。

京
都
大
学
も
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、

相
応
の
金
額
を
払
っ
て
い
る
。
そ
の
維

持
に
は
そ
れ
な
り
の
苦
労
を
し
て
い
る

は
ず
だ
。

集
落
と
原
生
林
の
共
存
共
栄
を

芦
生
の
自
然
、
山
と
渓
谷
の
す
ば
ら

し
さ
を
知
っ
て
欲
し
い
と
お
勧
め
し
て

い
る
の
だ
が
、
訪
問
さ
れ
て
ち
ょ
っ
と

ご
不
満
・
不
自
由
を
感
じ
ら
れ
る
か
も

知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
が
国
定

公
園
中
核
地
域
で
あ
る
こ
と
と
、
京
都

大
学
が
学
術
研
究
の
た
め
に
管
理
す
る

研
究
林
で
あ
る
こ
と
だ
。
車
の
乗
り
入

れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
し
、
遭
難
事
故

も
多
い
こ
と
か
ら
一
人
で
の
入
林
も
禁

止
さ
れ
、
入
林
届
も
必
要
で
あ
る
。
ダ

ム
建
設
を
断
っ
た
た
め
、
地
元
へ
の
経

済
的
支
援
と
し
て
、入
林
は「
美
山
文
化

村
河
鹿
荘
」
と
「
芦
生
山
の
家
」の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
の
み
、
そ
れ
も
ガ
イ
ド
同

行
で
の
入
林
許
可
に
な
っ
て
い
る
。
歩

け
る
の
も
最
上
流
の
上
谷
・
下
谷
に
制

限
さ
れ
て
い
る
。
原
生
林
保
護
と
調
査

研
究
へ
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ

れ
は
協
力
す
る
し
か
な
い
。

『
芦
生
原
生
林
今
昔
物
語　

京
都
大
学

芦
生
演
習
林
か
ら
研
究
林
へ
』（
あ
っ

ぷ
る
社
、
２
０
２
１
年
）で
は
、
芦
生
原

生
林
が
運
良
く
残
さ
れ
た
歴
史
と
、
京

都
大
学
の
利
用
が
30
年
延
長
さ
れ
た
こ

と
は
原
生
林
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
30
年
と
い
う
期
間
は
短
か
過
ぎ

る
と
、
将
来
に
心
配
が
残
る
こ
と
を
述

べ
た
。大
学
院
学
生
と
し
て
入
林
し
、助

手
と
し
て
６
年
間
常
駐
し
、
そ
の
後
も

芦
生
と
の
関
係
を
50
年
間
に
わ
た
っ
て

保
っ
て
き
た
私
に
し
か
書
け
な
か
っ
た

こ
と
だ
っ
た
、
と
思
っ
て
い
る
。

（
農
学
博
士
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

約
不
履
行
だ
と
、
契
約
破
棄
・
即
時
返

還
を
求
め
裁
判
さ
え
起
こ
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
自
然
保
護
思
想
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
様
々
な
団
体
に
よ
る
ダ

ム
反
対
声
明
・
支
持
の
中
、
京
大
も
ほ

か
の
サ
イ
ト
の
変
更
を
提
示
し
た
が
、

最
終
的
に
は
ダ
ム
建
設
不
許
可
の
通
告

を
し
た
。
京
大
の
演
習
林
に
な
っ
た
こ

と
で
原
生
林
が
残
っ
た
。
逆
に
契
約
上
、

伐
採
を
続
け
た
の
だ
か
ら
、
原
生
林
消

失
に
加
担
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
、
そ
の
上
に
ダ
ム
建
設
計
画
で
あ
る
。

こ
れ
も
実
現
し
て
お
れ
ば
、
源
流
域
は

ダ
ム
湖
に
沈
ん
で
い
た
。
数
奇
な
運
命

を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

芦
生
原
生
林
あ
っ
て
の
国
定
公
園

近
畿
地
方
で
は
、
ブ
ナ
林
で
面
積
的

に
も
大
き
い
の
は
大
台
ヶ
原
と
芦
生
で

あ
る
が
、
大
台
ヶ
原
は
太
平
洋
型
の
ブ

ナ
林
、
芦
生
は
日
本
海
型
の
ブ
ナ
林
で

あ
る
。比
べ
て
み
れ
ば
、ブ
ナ
の
葉
の
大

き
さ
が
違
う
。
原
生
林
は
池
内
紀
『
日

本
の
森
を
歩
く
』（
山
と
溪
谷
社
、２
０

０
１
年
）、
福
嶋
司『
い
つ
ま
で
も
残
し

て
お
き
た
い
日
本
の
森
』（
リ
ヨ
ン
社
、

２
０
０
５
年
）、
日
本
の
森
制
作
委
員

会
・
編『
日
本
の
森
ガ
イ
ド
50
選
』（
山

と
溪
谷
社
、
２
０
０
２
年
）、
全
国
大
学

演
習
林
協
議
会
・
編
『
森
へ
ゆ
こ
う

大
学
の
森
へ
の
い
ざ
な
い
』（
丸
善
、１

９
９
６
年
）な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
。私

も『
由
良
川
源
流
芦
生
原
生
林
生
物
誌
』

（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
２
０
０
８
年
）で

芦
生
原
生
林
の
自
然
を
紹
介
し
た
。

１
９
８
３
年
に
は
朝
日
新
聞
社
・
森

林
文
化
協
会
に
よ
っ
て
「
日
本
自
然
百

選
」に
選
ば
れ
、
日
本
昆
虫
学
会
の「
昆

虫
類
多
様
性
保
護
の
た
め
の
重
要
地

域
」、京
都
府
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で

の
「
地
域
生
態
系
保

存
地
区
」、日
本
蘚
苔

学
会
「
日
本
の
貴
重

な
コ
ケ
の
森
」
な
ど

の
指
定
を
受
け
て
い

る
。
２
０
１
６
年
に

は
、
丹
波
高
原
国
定

公
園
の
中
核
地
域

（
第
一
種
特
別
地
域
）

に
指
定
さ
れ
た
。
芦

『芦生原生林今昔物語』の書影

針葉樹の樹幹下部の樹皮を剝ぐ「クマ剥ぎ」の
被害跡（スギ）
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と
感
じ
ら
れ
る
時
季
で
す
。

梅
雨
に
入
る
と
樹
々
の
緑
が
落
ち
着

き
、
暖
か
な
雨
に
包
ま
れ
、
高
山
は
残

雪
の
季
節
と
な
り
ま
す
。
晴
れ
間
に
見

上
げ
る
山
々
の
斜
面
で
は
、
新
緑
が
日

に
日
に
這
い
上
が
っ
て
い
く
様
子
が
見

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
雨
は
穏
や
か
な

と
き
ば
か
り
で
な
く
、
激
し
い
豪
雨
と

な
っ
て
奥
飛
騨
方
面
か
ら
上
高
地
を
襲

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

７
月
豪
雨
で
は
約
１
週
間
、
道
路
が
不

通
と
な
り
、
上
高
地
と
下
界
の
往
来
が

断
た
れ
ま
し
た
。

梅
雨
が
明
け
る
と
穂
高
の
稜
線
は

黒
々
と
輝
き
、
谷
間
の
雪
が
手
招
き
し

て
く
れ
ま
す
。
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に

か
け
て
の
暑
い
時
期
も
、
上
高
地
で
は

ほ
と
ん
ど
汗
を
か
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
ろ
上
高
地
で
は
夏
の
花
々

が
次
々
と
咲
き
ま
す
が
、
西
穂
や
岳
沢
、

前
穂
に
登
っ
て
い
く
と
見
事
な
お
花
畑

が
広
が
り
ま
す
。
お
花
畑
も
年
に
よ
る

変
化
が
あ
る
よ
う
で
、
昨
夏
は
コ
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
が
特
に
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
下
旬
は
、
青
や
紫
の
花
が
に
ぎ

や
か
で
す
。
９
月
に
入
っ
て
も
気
温
の

変
化
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
す

が
、
道
端
に
は
少
し
控
え
め
な
秋
の

花
々
が
咲
い
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
９
月
下
旬
に
な
る
と
、
シ
ラ
カ

バ
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
黄
色
い
葉
が
、
と

き
ど
き
遊
歩
道
に
落
ち
て
い
る
の
に
気

付
き
ま
す
。

10
月
に
入
る
と
、
広
葉
樹
の
葉
が
日

に
日
に
色
付
い
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、

針
葉
樹
が
優
占
す
る
上
高
地
は
、
紅
葉

が
広
が
る
景
色
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
目

の
覚
め
る
よ
う
な
紅
葉
に
出
会
い
た
い

な
ら
、
９
月
下
旬
に
岳
沢
や
涸
沢
ま
で

登
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
10

月
中
旬
に
な
る
と
気
温
も
下
が
り
、
冷

た
い
雨
の
日
の
翌
日
は
穂
高
の
稜
線
が

冠
雪
し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
宿
泊
し
た

人
た
ち
は
、
大
喜
び
で
カ
メ
ラ
や
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て
飛
び
出
し
て
い

き
ま
す
。
下
旬
に
は
朝
の
気
温
も
氷
点

下
の
日
が
多
く
な
り
、
上
高
地
の
平
地

も
う
っ
す
ら
積
雪
し
ま
す
。
山
研
に
は

薪
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
宿
泊
者
が
い
る

と
き
は
火
を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
11

月
の
閉
山
祭
の
前
に
は
、
小
屋
閉
め
を

行
な
い
ま
す
。

昨
年
・
一
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
シ
ュ
ラ
フ
の
ご
持
参
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
掛
け
蒲
団
の
提

供
を
再
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

山
研
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
来
訪
を
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
上
高
地
山
岳
研
究
所
管
理
人
）

さ
ん
け
ん
通
信

上
高
地
の
歳
時
記　

春
・
夏
・
秋

山
田
和
人

上
高
地
山
岳
研
究
所（
山
研
）の
山
田

で
す
。
管
理
人
の
任
に
就
い
て
３
シ
ー

ズ
ン
目
と
な
り
ま
し
た
。
春
・
夏
・
秋
を

実
際
に
過
ご
し
て
感
じ
た
こ
と
を
綴
っ

て
み
ま
す
。な
お
、山
研
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
は
、「
さ
ん

け
ん
ブ
ロ
グ
」（https://jac-sanken.

blogspot.com
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
高
地
は
４
月
２7
日
に
開
山
祭
、
11

月
15
日
に
閉
山
祭
を
行
な
い
ま
す
が
、

山
研
は
そ
れ
に
前
後
し
て
小
屋
開
け

（
開
所
）、
小
屋
閉
め（
閉
所
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
開
山
祭
は
、
当
日

未
明
の
大
雨
に
よ
り
上
高
地
に
向
か
う

県
道
で
土
砂
崩
落
が
発
生
し
、
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

小
屋
開
け
直
後
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
、
梓
川
沿
い
の
平
地
に
も
硬
い

雪
が
残
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
今

年
は
４
月
末
時
点
で
残
雪
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
樹
々
の
芽
吹
き
や
早
春
の
花
々

（S
pring E

phem
eral

）は
、
も
う
少
し

先
に
な
り
ま
す
。
新
緑
に
は
ま
だ
早
い

森
に
は
、
コ
マ
ド
リ
や
ウ
グ
イ
ス
、
キ

ビ
タ
キ
な
ど
の
夏
鳥
が
、
越
冬
地
か
ら

戻
っ
て
き
て
囀
り
始
め
ま
す
。ま
た
、晴

れ
た
日
に
は
梓
川
河
畔
か
ら
前
穂
、
吊

尾
根
、
奥
穂
、
天
狗
岩
な
ど
が
白
く
輝

き
、
黒
い
岩
肌
を
少
し
ず
つ
現
わ
し
て

い
き
ま
す
。

５
月
中
旬
に
は
花
々
が
一
斉
に
咲
き

始
め
、
樹
々
も
新
緑
と
花
の
季
節
と
な

り
ま
す
。
６
月
の
声
を
聞
く
こ
ろ
が
、

花
々
が
い
ち
ば
ん
に
ぎ
わ
う
と
き
で
し

ょ
う
か
。
山
研
の
バ
ル
コ

ニ
ー
下
は
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ

の
白
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
は
昼
間
の

気
温
も
上
が
り
、
河
畔
の

ヤ
ナ
ギ
が
次
々
と
柳り

ゅ
う

絮じ
ょ

（
綿
毛
状
の
ヤ
ナ
ギ
の
種
）

を
飛
ば
し
始
め
ま
す
。
上

高
地
が
目
を
覚
ま
し
た
！

ストーブを囲んで「炉辺山話」も楽し
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よ
る
）し
て
い
ま
す
が
、
一
番
の
夢
は
、

憧
れ
の
オ
リ
ジ
ン
で
あ
る
白
瀬
矗
南
極

探
検
隊
の
見
果
て
ぬ
夢
を
受
け
継
い
で

の
南
極
点
到
達
で
す
。
冒
険
を
志
し
た

こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
か
ら
、
先
人
の
夢
を

継
ぎ
、
先
人
た
ち
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

景
色
を
見
た
い
。
人
の
夢
が
１
世
紀
以

上
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
証
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
今
後
へ
の
期
待
を

含
め
て
の
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
僕
に
は
不
釣
り
合
い
な
大
き
な
賞

で
す
。
で
す
か
ら
、
賞
に
見
合
う
男
に

な
る
た
め
に
も
、
年
末
に
ま
た
南
極
に

挑
戦
し
ま
す
。」

阿
部
さ
ん
の
冒
険
へ
の
憧
れ
は
、
10

歳
の
と
き
か
ら
。
母
親
が
買
っ
て
く
れ

た
世
界
の
冒
険
家
や
探
検
家
の
本
が
き

っ
か
け
で
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
や
マ
ゼ
ラ
ン
、

ヘ
デ
ィ
ン
ら
に
混
じ
っ
て
、
同
郷
の
白

瀬
矗
・
南
極
探
検
隊
長
の
名
前
を
見
付

け
た
か
ら
だ
っ
た
。
自
分
は
体
が
弱
く
、

シ
ャ
イ
で
運
動
音
痴
だ
っ
た
だ
け
に
、

一
途
に
夢
を
追
い
掛
け
る
冒
険
家
た
ち

の
姿
が
、
た
ま
ら
な
く
眩
し
く
見
え
た

と
言
う
。

秋
田
大
学
在
学
中
に
冒
険
家
へ
の
憧

れ
を
思
い
出
し
、
冒
険
家
・
大
場
満
郎

さ
ん
（
第
４
回
植
村
直
己
冒
険
賞
受
賞

者
）
の
「
笑
っ
て
死
ね
る
人
生
が
い
い
」

と
い
う
言
葉
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

大
学
を
休
学
し
て
大
場
さ
ん
の
冒
険
学

校
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
い
に
行
っ

た
の
が
、
冒
険
へ
の
第
一
歩
だ
っ
た
。

１
９
８
４
年
、
植
村
さ
ん
が
デ
ナ
リ

で
消
息
を
絶
っ
た
と
き
、
阿
部
さ
ん
は

２
歳
。
現
役
の
植
村
さ
ん
を
見
て
い
な

い
が
、
大
場
さ
ん
を
通
じ
て
そ
の
影
響

は
受
け
て
お
り
、
い
わ
ば「
孫
弟
子
」に

当
た
る
と
言
う
。
植
村
さ
ん
は
、
純
粋

に
夢
に
生
き
た
人
で
、
自
分
に
と
っ
て

憧
れ
で
あ
り
、眩
し
い
存
在
で
あ
る
。白

瀬　

植
村　

大
場
と
続
く
系
譜
に
共
通

す
る
も
の
は
、圧
倒
的
な
情
熱
量
だ
。自

分
も
憧
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
意
志
を
語

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え

て
い
る
、
と
の
こ
と
。

阿
部
さ
ん
は
こ
の
11
月
、憧
れ
の「
白

瀬
ル
ー
ト
」に
再
挑
戦
す
る
。

「
今
回
の
遠
征
は
人
生
最
大
の
挑
戦
で

あ
り
、
途
中
撤
退
と
い
う
人
生
最
大
の

失
敗
だ
っ
た
。
だ
が
、
失
敗
か
ら
立
ち

上
が
る
こ
と
も
大
事
で
、
学
ぶ
こ
と
も

多
い
。
そ
の
方
が
素
敵
で
は
な
い
か
。

南
極
点
に
立
っ
た
と
き
、
ど
う
感
じ

る
か
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
が
、
自
分

自
身
の
感
動
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
た

い
。
だ
か
ら
南
極
に
行
く
。」

と
、
阿
部
さ
ん
は
力
強
く
結
ん
だ
。

 

（
節
田
重
節
）

N
EW
S

「
２
０
２
１
植
村
直
己
冒
険
賞
」は

南
極
単
独
横
断
に
挑
戦
の
阿
部
雅
龍
さ
ん
に

４
月
２２
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷「
私
学
会

館
」に
お
い
て
、
第
２6
回
と
な
る「
植
村

直
己
冒
険
賞
」
の
記
者
会
見
が
開
か
れ

た
。
２
０
２
１
年
の
冒
険
に
対
す
る
受

賞
者
は
、
東
京
都
板
橋
区
の
冒
険
家
・

阿
部
雅ま

さ

龍た
つ

さ
ん
に
決
ま
っ
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
同
郷
秋
田
出
身
の
探

検
家
・
白
瀬
矗の

ぶ

（
１
８
６
１
～
１
９
４

６
年
）
が
１
１
０
年
前
に
南
極
で
た
ど

っ
た
人
跡
未
踏
の「
白
瀬
ル
ー
ト
」（
約

１
３
０
０
㎞
）
の
徒
歩
横
断
に
単
独
無

補
給
で
挑
ん
だ
が
、
１
月
11
日
、
横
断

山
脈
越
え
の
途
中
で
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

に
よ
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
11
月
1２
日
、
白
瀬
が
命

名
し
た
大
和
雪ゆ

き

原は
ら

か
ら
単
独
徒
歩
横
断

を
ス
タ
ー
ト
、
一
路
横
断
山
脈
を
目
指

し
た
。
し
か
し
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
設

営
が
遅
れ
た
こ
と
や
、
想
像
を
絶
す
る

巨
大
な
ク
レ
バ
ス
を
迂
回
さ
せ
ら
れ
た

り
、
雪
が
軟
ら
か
く
、
な
か
な
か
歩
行

距
離
が
延
び
な
か
っ
た
。
お
ま
け
に
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
滞
在
日
数
に

制
限
が
あ
っ
た
こ
と
も
痛
か
っ
た
。

足
掛
け
18
年
と
１
億
円
の
資
金
、
そ

し
て
人
生
の
全
て
を
懸
け
て
き
た
冒
険

も
、つ
い
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。最

終
到
達
点
は
歩
行
距
離
７
８
０
㎞
、
高

度
は
１
０
２
７
ｍ
地
点
だ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
横
断
山
脈
を
越
え
て
の

南
極
点
到
達
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

４
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
と
巨
大
な
ク
レ

バ
ス
を
越
え
て
進
む
世
界
初
の
試
み
は

高
く
評
価
さ
れ
、
再
挑
戦
と
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
の
授
賞
と
な
っ
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト
で
阿
部
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

「
２
０
１
９
年
に
も
単
独
徒
歩
で
南

極
点
に
到
達
（
メ
ス
ナ
ー
・
ル
ー
ト
に

植村直己さんの巨大パネルの前に立つ阿部雅龍さん
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ド
サ
ッ
と
戻
っ
て
き
た
と
き
は
、
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
３
年
…
…
75
年
の
暮
れ
、

新
宿
・
紀
伊
国
屋
書
店
ア
ド
ホ
ッ
ク
で

久
し
ぶ
り
に
関
田
さ
ん
を
お
見
か
け
し

ま
し
た
。
声
を
お
掛
け
し
よ
う
か
、
大

変
迷
い
ま
し
た
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
の
事
故
後
、
大
変

辛
い
立
場
に
在
っ
た
こ
と
や
、
遠
征
が

終
了
し
て
間
も
な
い
マ
ナ
ス
ル
女
性
隊

で
の
心
の
痛
み
も
耳
に
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、あ
れ
こ
れ
考
え
過
ぎ
て
結
局
、声

を
掛
け
ず
じ
ま
い
で
し
た
が
、
こ
の
と

き
の
逡
巡
を
今
で
も
深
く
後
悔
し
て
い

ま
す
。

明
け
て
76
年
の
５
月
、
関
田
さ
ん
は

あ
ろ
う
こ
と
か
穂
高
連
峰
・
間
ノ
岳
で

ア
イ
ゼ
ン
を
引
っ
掛
け
て
、
飛
騨
側
に

転
落
し
て
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。関

田
さ
ん
は
心
に
残
る
登
山
家
で
し

た
。
目
覚
ま
し
い
登
攀
を
続
け
て
い
た

田
部
井
淳
子
さ
ん
、今
井
通
子
さ
ん
、佐

宗
ル
ミ
さ
ん
、
若
山
美
子
さ
ん
た
ち
女

性
ク
ラ
イ
マ
ー
と
は
少
し
異
な
る
、
存

在
感
の
あ
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
で
あ
り
ま

し
た
。

関
田
さ
ん
が
お
元
気
で
し
た
ら
、
そ

の
後
の
女
性
登
山
家
の
世
界
は
少
し
違

っ
た
風
景
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
、
と

思
い
ま
す
。

古
い
話
は
終
り
、
の
は
ず
で
し
た
が

…
…
。

２
０
１
９
年
の
11
月
、
当
日
本
山
岳

会
の
月
例
図
書
委
員
会
。

こ
の
日
は
議
題
に
入
る
前
に
、
図
書

委
員
の
大
先
輩
、越
田
和
男
さ
ん
の「
あ

の
こ
ろ
の
図
書
委
員
会
」
と
題
し
た
お

話
を
伺
う
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

越
田
さ
ん
が
図
書
委
員
に
な
ら
れ
た

60
～
80
年
ご
ろ
の
、
今
と
は
随
分
と
異

な
る
書
物
の
香
り
に
包
ま
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
、

そ
し
て
図
書
委
員
会
の
お
話
は
、
羨
ま

し
く
も
大
変
素
敵
で
し
た
。

R
EC
O
LLEC

TIO
N

灯
台
下も

と

暗
し
、
四
十
余
年

　

品
川
宿
に
眠
る
あ
る
女
性
登
山
家

　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
弘

古
い
話
で
す
。

１
９
７
１
年
１
月
、
八
ヶ
岳
の
阿
弥

陀
岳
・
北
西
稜
を
目
指
し
て
い
た
私
と

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
美
濃
戸
口
の
バ
ス
停

で
休
ん
で
い
た
、
関
田
美
智
子
さ
ん
と

矢
島
信
枝
さ
ん
に
ば
っ
た
り
お
会
い
し

て
、
雪
の
中
を
休
む
た
び
に
顔
を
合
わ

せ
て
進
み
ま
し
た
。

翌
日
、
北
西
稜
の
核
心
部
。
ナ
イ
フ

エ
ッ
ジ
の
岩
稜
は
強
ま
る
風
雪
の
中
、

苦
闘
を
楽
し
み
な
が
ら
登
っ
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
関
田
・
矢
島

パ
ー
テ
ィ
は
、
大
同
心
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。

前
年
70
年
の
1２
月
に
、
谷
川
岳
・
一

ノ
倉
沢
の
雪
崩
で
１
人
、
半
年
後
の
71

年
５
月
に
前
穂
高
岳
・
下
又
白
の
氷
雨

で
１
人
と
、
立
て
続
け
に
２
人
の
仲
間

を
失
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
追
悼
集
を
編

集
し
て
、
7２
年
の
春
、
印
刷
・
製
本
に

明
る
い
矢
島
さ
ん
に
後
を
託
し
て
、
私

は
４
月
末
に
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
へ
と

出
発
し
ま
し
た
。

矢
島
さ
ん
は
同
じ
時
期
に
、
関
田
さ

ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
凌
雪
会
隊
で
ア
ラ
ス

カ
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
（
現
・
デ
ナ
リ
）の

ウ
ェ
ス
タ
ン
・
リ
ブ
・
ル
ー
ト
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
パ
マ
ヨ（
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
）

の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
コ
ー
ガ
ン
と
、
ナ
ン

ダ
・
デ
ヴ
ィ
（
ガ
ル
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
）の
ロ
ジ
ェ
・
デ
ュ
プ
ラ
が
、
互
い
の

遠
征
先
か
ら
手
紙
で
励
ま
し
合
っ
た
よ

う
に
、「
ア
ン
デ
ス
と
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

か
ら
手
紙
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
て
別
れ
ま
し
た
。

ワ
ス
カ
ラ
ン
に
登
頂
し
て
ワ
ラ
ス
の

街
で
休
養
し
て
い
た
７
月
末
、
矢
島
さ

ん
か
ら
の
便
り
を
受
け
取
る
よ
り
先
に
、

同
時
期
に
ワ
ラ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
ブ

ッ
シ
ュ
山
の
会
隊
に
届
い
た
東
京
か
ら

の
手
紙
で
、
矢
島
さ
ん
と
ほ
か
２
名
が
、

頂
上
に
向
か
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と

知
ら
さ
れ
て
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。
ま

さ
か
矢
島
さ
ん
が
…
…
。

私
は
９
月
末
、
５
ヶ
月
ぶ
り
に
帰
国
。

し
ば
ら
く
経
っ
て
、
矢
島
さ
ん
に
託
し

た
友
人
２
人
の
追
悼
集
の
原
稿
が
、
渡

し
た
と
き
の
包
み
そ
の
ま
ま
の
姿
で
、

関田美智子さんのお墓がある南品川の時宗・海蔵寺
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全
く
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
日
夕
方
、
散
歩
し
て
い
る
数
コ
ー

ス
の
う
ち
の
一
つ
、
週
に
一
度
は
こ
の

寺
の
正
門
前
を
歩
い
て
い
る
の
で
す
。

私
は
急
い
で
海
蔵
寺
に
跳
ん
で
行
き

ま
し
た
。
住
職
に
関
田
家
の
お
墓
の
場

所
を
尋
ね
る
と
、
本
堂
の
正
面
に
在
る

お
墓
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

知
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
四
十
数
年

間
の
無
礼
を
心
か
ら
お
詫
び
し
て
、
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て

５
月
３
日
の
命
日
に
、
お
花
を
持
っ
て

お
参
り
し
ま
し
た
。

墓
石
の
側
面
に
彫
ら
れ
た
、
黄
泉
の

世
で
の
９
文
字
の
お
名
前
。「
西
山
」で

始
ま
る
そ
れ
は
、
西
穂
高
岳
の
こ
と
か

と
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

去
年
の
命
日
も
お
花
を
供
え
ま
し
た
。

旧
東
海
道
の
品
川
宿
だ
っ
た
北
品
川
、

南
品
川
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
お
寺

が
多
い
の
で
す
が（
そ
れ
も
「
海
」
の
字

を
付
け
た
寺
が
）、
両
国
生
ま
れ
の
関

田
美
智
子
さ
ん
の
墓
所
が
、
南
品
川
に

在
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
健
在
な
ら
今
年
83
歳
。

こ
の
５
月
３
日
は
お
墓
参
り
の
帰
り

道
に
、
品
川
神
社
の
高
台
に
〝
そ
び
え

る
〟品
川
富
士（
高
さ
６
ｍ
ほ
ど
の
可
愛

い
山
で
す
が
、
一
合
目
か
ら
九
合
目
ま

で
立
派
な
道
標
が
立
っ
て
い
ま
す
）
の

頂
上
に
登
っ
て
、
北
西
の
空
遥
か
遠
く

に
、
連
休
真
っ
只
中
の
残
雪
の
穂
高
と
、

30
代
の
笑
顔
の
ま
ま
の
関
田
さ
ん
を
偲

び
ま
し
た
。

こ
の
小
さ
な
頂
上
か
ら
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
は
今
の
よ
う
に
高
い
ビ
ル
群
に

遮
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
東
は
東
京
湾

と
そ
の
向
こ
う
に
房
総
半
島
が
見
え
、

南
西
に
は
丹
沢
の
山
並
み
の
上
に
本
物

の
富
士
山
３
７
７
６
ｍ
が
望
め
ま
し
た
。

私
の
山
へ
の
憧
れ
の
元
始
体
験
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

（
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、図
書
委
員
会
委

員
）

お
世
話
に
な
っ
た
亡
き
吉
沢
一
郎
さ

ん
を
は
じ
め
、
大
森
久
雄
さ
ん
や
横
山

厚
夫
さ
ん
の
お
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
自
分
は
こ
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
空

気
に
憧
れ
て
入
会
し
た
の
だ
が
な
と
、

溜
め
息
を
つ
く
思
い
で
し
た
。

越
田
さ
ん
が
お
話
の
終
り
近
く
に
漏

ら
さ
れ
た
、「
関
田
美
智
子
さ
ん
も
図

書
委
員
の
お
仲
間
で
し
た
」
と
い
う
ひ

と
言
は
、深
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。お

ふ
た
り
は
入
会
年
次
、
会
員
番
号
が
ご

く
お
近
く
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
ふ
た
月
ほ
ど
し
て
、
用
あ

っ
て『
山
岳
』の
古
い
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、

１
９
７
６
年
版
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
デ
ス
を
一
緒
に
登
っ
た
戸
田
直
樹

君
が
率
い
た
チ
ャ
ン
ガ
バ
ン
南
西
岩
稜

や
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
縦
走
、

さ
ら
に
ア
ン
デ
ス
３
つ
の
壁
や
ジ
ャ
ヌ

ー
北
壁
の
華
々
し
い
記
録
が
掲
載
さ
れ

た
号
で
す
が
、「
追
悼
」の
頁
に
載
っ
て

い
た
関
田
美
智
子
さ
ん
を
追
悼
し
た
文

章
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
最
後
の
１
行
に
、
ま
さ
に
飛
び
上
が

ら
ん
ば
か
り
に
驚
き
ま
し
た
。

菩
提
寺
は
品
川
海
蔵
寺
。

え
っ
、
ま
さ
か
！　

海
蔵
寺
は
私
の

家
か
ら
歩
い
て
わ
ず
か
５
分
。
関
田
さ

ん
の
お
墓
が
こ
ん
な
近
く
に
在
る
と
は
、

『山岳』第71・72年（1976・1977）「追悼」欄より

関田美智子（せきた・みちこ）
会員番号5932
1939（昭和14）年5月10日　東京・両国に生まれる。
1962年  東京学芸大学卒業。大学時代は山岳部に所属。
1963年  エーデルワイス・クラブに入会、鹿島槍ヶ岳や穂

高岳、谷川岳などで精力的に登山を続ける。
1965年  日本山岳会に入会。紹介者は折井健一、坂倉

登喜子。日本女子大学大学院入学。
1966～67年　ネパール・ヒマラヤのトレッキングに。
1967年  ボリビア・アンデスに遠征、ワイナポトシ、イ

リマニに登頂。
1968年  日本女子大学大学院を卒業。東京都立心身

障害者福祉センターに勤務。聴能士として
難聴児の訓練に当たる。

1969年 女性だけの山岳同人・凌雪会を創立。
1972年  アラスカ・マッキンリー南壁に挑むも3人の

岳友を失う。
1974年  ネパール・ヒマラヤ、日本女性マナスル登山隊に

参加。
1976年5月3日　穂高連峰・間ノ岳にて遭難死。享年36。
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当
支
部
の
活
動
の
３
本
柱
は
、
毎
月

の
山
行
と
約
２
ヶ
月
ご
と
の
市
民
公
開

講
演
会
、
さ
ら
に
茨
城
県
自
閉
症
協
会

協
力
登
山
で
あ
る
が
、
２
０
１
７
年
７

月
に
創
立
10
周
年
記
念
事
業
、
ま
た
10

月
に
第
33
回
全
国
支
部
懇
談
会
を
開
催

し
、
全
国
の
２6
支
部
よ
り
約
１
４
０
人

の
参
集
を
い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
奥
井
副
支
部
長
に
は
筑

波
山
登
山
会
員
へ
の
救
護
医
療
を
担
当

し
て
い
た
だ
い
た
。

ほ
ぼ
２
ヶ
月
ご
と
の
講
演
会
・
例
会

の
後
、
土
浦
市
内
の
奥
井
薬
局
の
ご
自

宅
に
十
数
人
の
会
員
が
集
ま
る
〝
奥
井

サ
ロ
ン
〟は
、飲
食
を
と
も
に
楽
し
く
語

り
合
う
交
流
の
場
と
な
り
、
会
員
の
心

の
古
里
と
な
っ
た
。
特
に
酒
井
國
光
会

員
編
著
の
、
創
立
５
周
年
記
念
と
し
て

出
版
し
た『
茨
城
の
山
事
典
』の
構
想
は
、

こ
の
サ
ロ
ン
で
の
討
論
か
ら
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

次
に
、
年
に
６
回
開
催
し
て
き
て
い

る
市
民
公
開
講
演
会
の
講
師
の
担
当
で

あ
る
が
、
こ
の
15
年
間
に
総
計
８
回
の

話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
免
疫
化
学
に
つ
い
て
抗
原
と
抗
体
」

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
そ
の
脳
科
学
に

つ
い
て
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
種
の
起
源

と
人
類
の
誕
生
」「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
科
学
と
技
術
に
つ
い
て
」「
今
迄

に
分
か
っ
た
宇
宙
の
神
秘　

神
の
素
粒

子
―
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
発
見
」「
宇
宙

は
無
数
に
あ
る
の
か
？
」「
天
文
学
の

幕
開
け　

重
力
波
の
発
見
」「
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
初
撮
影　

ノ
ー
ベ
ル
賞
級

の
快
挙
」

こ
れ
ら
８
演
題
は
、
か
な
り
専
門
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
市
民
に

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た

の
で
あ
る
。
特
に
２
０
１
９
年
４
月
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
世
界
初
の
撮
影
」

で
は
、
手
を
取
り
合
っ
て
小
躍
り
し
た

感
激
を
忘
れ
得
な
い
。

自
閉
症
者
を
支
援
す
る
協
力
登
山
の

た
め
上
高
地
山
岳
研
究
所
で
合
宿
し
た

折
に
は
、
奥
井
副
支
部
長
と
と
も
に
夜

半
に
橋
の
袂た

も
と

に
集
ま
り
、
星
空
を
仰
い

で
天
文
学
の
一
端
を
ご
教
示
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。

京
大
時
代
の
研
究
生
活
で
は
、
数
名

の
仲
間
と
と
も
に
討
論
し
合
う
〝
サ
ロ

ン
・
サ
ー
ク
ル
〟が
定
着
し
て
お
り
、
こ

れ
が
研
究
発
展
の
基
盤
に
な
っ
て
い
た
、

と
述
懐
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
15
年
間
、〝
奥
井
サ
ロ
ン
〟と
し

て
知
的
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
奥
井
清
副
支
部
長
の
ご
冥
福

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 （
茨
城
支
部
長
）

奥
井
清
・
副
支
部
長
の
急
逝
を

悼
む

浅
野
勝
己

本
年
４
月
９
日
の
当
支
部
の
講
演

会
・
例
会
に
ご
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
事

由
が
、前
々
日
７
日
の
夕
刻
に
、ご
自
宅

で
入
浴
中
に
意
識
を
失
わ
れ
、
永
眠
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
、突
然
の
ご
逝
去
に
出

席
者
一
同
、
言
葉
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
改
め
て
副
支
部
長
の
生
前
の

ご
活
躍
の
一
端
を
回
顧
し
た
い
と
思
う
。

奥
井
氏
は
１
９
５
４
年
３
月
に
明
治

薬
科
大
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
４
月
に
京

大
薬
学
部
大
学
院
に
進
学
さ
れ
た
。
明

治
薬
科
大
で
は
山
岳
部
に
所
属
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
京
大
進
学
後
に
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ（
京
大
学
士
山
岳
会
）へ
の
入
会
を

希
望
し
た
が
か
な
わ
ず
、
日
本
山
岳
会

へ
入
会
し
た
由
で
あ
っ
た
。

２
０
０
６
年
の
日
本
登
山
医
学
会
に

お
い
て
、
評
議
員
の
山
本
良
三
会
員
よ

り
奥
井
清
氏
を
紹
介
さ
れ
、
本
会
へ
の

復
帰
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
会
の
支
部
創
設
の
一
環
と
し
て
２

０
０
７
年
６
月
15
日
に
当
支
部
が
、
栃

木
支
部
に
次
い
で
２7
番
目
の
支
部
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
２1
人
の
会
員
が
参
集

の
下
、支
部
長
に
星
埜
由
尚
会
員（
国
土

地
理
院
前
院
長
）、副
支
部
長
に
奥
井
清

会
員
が
選
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼奥井　清（おくい・きよし）

会員番号4999
1929年2月25日　 茨城県土浦市に生まれる
1954年3月 明治薬科大学卒業。在

学中は山岳部に所属
1956年3月 京都大学薬学部大学院

修士課程修了
1956～82年 ㈱中外製薬中央研究所

勤務
1982～90年 ㈱日本ルセル勤務
1990年4月 ㈱奥井薬局勤務、現在

に至る
2007年8月 日本山岳会復活入会
2007～22年 茨城支部副支部長
2022年4月7日　自宅にて入浴中、93歳で永眠
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私
に
と
っ
て
若
松
さ
ん
は
、
そ
れ
ま

で
縁
の
な
か
っ
た
日
本
山
岳
会
の
集
ま

り
、「
二
火
会
」を
知
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
人
で
、
後
に
役
立
っ
た
。
若
松
さ

ん
は
帰
国
後
、
児
玉
氏
の
紹
介
に
よ
り

二
火
会
で「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山
々
」に

つ
い
て
講
演
し
、
そ
の
後
、
私
も
一
緒

に
二
火
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
二
火
会
の
後
の
席
で
、
故
内
田

敏
子
さ
ん
ら
と
話
を
し
て
い
た
ら
、
た

ま
た
ま
「
ブ
ラ
ジ
ル
最
高
峰
が
ア
マ
ゾ

ン
の
奥
地
に
あ
る
が
、
年
休
だ
け
で
は

行
く
の
が
難
し
い
」と
言
っ
た
ら
、内
田

さ
ん
は「
あ
ー
ら
、私
は
ネ
ブ
リ
ナ
に
登

り
ま
し
た
よ
」
と
言
わ
れ
驚
い
た
。
彼

女
の
話
か
ら
、
登
頂
し
た
食
虫
植
物
調

査
隊
の
隊
長
・
柴
田
千
晶
先
生
と
連
絡

が
付
き
、「
私
の
世
界
百
名
山
」ネ
ブ
リ

ナ
篇
を
書
く
と
き
助
か
っ
た
。

若
松
さ
ん
は
定
年
後
、
日
本
三
百
名

山
に
挑
戦
さ
れ
、
79
歳
で
全
部
登
っ
た
。

三
百
名
山
は
、
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ

シ
山
な
ど
山
深
く
、
ヒ
グ
マ
に
食
わ
れ

る
危
険
も
あ
る
難
し
い
山
な
ど
を
含
み
、

山
登
り
が
好
き
な
だ
け
で
は
登
れ
な
い
。

彼
は
日
野
自
動
車
山
岳
部
の
部
長
も
務

め
、現
在
、地
元
の
高
尾
山
で
山
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
反
町
良
一

さ
ん
な
ど
、
若
手
山
岳
部
員
を
育
成
し

た
の
も
見
逃
せ
な
い
。

会
社
勤
め
と
山
登
り
を
両
立
さ
せ
た

若
松
さ
ん
は
、「
な
ぜ
山
に
登
る
の
か
」

と
い
う
問
い
に
「
ス
ト
レ
ス
の
溜
る
日

常
に
対
す
る
逃
避
、
気
分
転
換
、
抵
抗
、

反
動
？　

な
ど
の
心
理
を
楽
し
ん
で
き

た
」と
答
え
て
い
る
。エ
ン
ジ
ン
生
産
と

い
う
、
合
理
性
が
求
め
ら
れ
る
技
術
業

務
を
長
年
こ
な
し
て
き
た
若
松
さ
ん
ら

し
い
。
趣
味
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
た
人

と
言
え
ば
、
私
の
も
う
一
つ
の
趣
味
の

蝶
で
は
、
三
菱
商
事
の
町
村
忠
良
さ
ん

（
遺
稿
集『
南
ブ
ラ
ジ
ル
の
蝶
』〈
１
９
９

１
年
〉
を
出
版
）
を
思
い
出
す
。「
ブ
ラ

ジ
ル
の
蝶
」
の
研
究
は
49
歳
の
若
さ
で

終
り
、
本
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
も
若
松
さ
ん
は
、
海
外

赴
任
で
は『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山
登
り
』

を
出
版
、
定
年
後
は
三
百
名
山
完
登
を

達
成
し
た
の
で
、
町
村
さ
ん
と
比
較
す

れ
ば
、
趣
味
の
世
界
で
は
良
い
人
生
を

送
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
お
ふ
た
り

と
も
明
朗
で
、人
付
き
合
い
が
良
く
、好

奇
心
が
旺
盛
だ
っ
た
こ
と
は
共
通
で
、

惜
し
い
方
々
を
亡
く
し
た
。　
　
　
　

若
松
さ
ん
と
は
結
局
、
ジ
ャ
ヤ
山
に

は
当
時
、
現
地
情
勢
が
悪
く
て
行
け
な

か
っ
た
が
、ジ
ャ
ヤ
山
は「
私
の
世
界
百

名
山
」候
補
に
入
れ
て
あ
る
の
で
、い
ず

れ
行
っ
て
眺
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
彼

の
写
真
と
と
も
に
。 

合
掌

若
松
林
治
さ
ん
を
偲
ぶ黒

田
洋
一
郎

世
界
７
大
陸
最
高
峰
の
一
つ
で
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
名
山
、

ジ
ャ
ヤ
山（
カ
ル
ス
テ
ン
ツ
峰
、５
０
３

９
ｍ
）を
、加
戸
俊
広
さ
ん
と
と
も
に
訪

れ
る
計
画
を
し
た
こ
と
の
あ
る
山
友
・

若
松
林
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

彼
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
滞
在
中
の
４
年
余

り
に
書
か
れ
た
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
山

登
り
』（
の
ん
ぶ
る
舎
、
１
９
９
７
年
）

は
、
日
本
語
で
は
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ

ヤ
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
当
時
、
現
地
情

報
に
よ
る
本
で
は
、
詳
し
い
こ
と
、
内

容
の
幅
が
広
い
こ
と
で
も
異
色
だ
っ
た
。

『
多
雨
林
と
火
山
』（
古
今
書
院
、
１
９

９
７
年
）と
い
う
著
書
を
持
ち
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
自
然
に
詳
し
い
児
玉
茂
氏
が
、

「
ジ
ャ
ワ
に
は
３
０
０
０
ｍ
以
上
の
山

が
1２
峰
あ
り
、
全
て
が
火
山
で
、
し
か

も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
美
し
さ
を
持

っ
て
い
る
」と
帯
で
推
奨
し
た
。

日
野
自
動
車
の
駐
在
員
だ
っ
た
彼
は
、

趣
味
の
山
登
り
に
熱
中
さ
れ
た
。
ジ
ャ

カ
ル
タ
日
本
人
会
の
機
関
紙
に
連
載
さ

れ
た
た
め
も
あ
り
、
赴
任
直
後
か
ら
の

諸
経
験
、
使
用
人
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
と
の
付
合
い
方
に
も
詳
し
く
、
後
か

ら
滞
在
し
た
人
々
の
参
考
に
な
っ
た
。

ま
た
、
麓
に
湧
く
温
泉
や
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
状
の
花
の
咲
く
平
原
に
も
触
れ
て

あ
り
、
旅
行
案
内
に
も
な
っ
た
。

日
本
人
会
に
は
「
グ
ヌ
ン
会
」（「
グ

ヌ
ン
」
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
山
」
の

意
）と
い
う
山
登
り
の
懇
親
会
が
あ
り
、

こ
の
若
松
さ
ん
の
本
は
、
今
で
も
バ
イ

ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
す
で
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
児
玉
茂
・
コ
コ
共

著
『
ジ
ャ
ワ
登
山
案
内
』
が
出
て
お
り
、

わ
ず
か
1２
ペ
ー
ジ
だ
が
、
そ
の
日
本
訳

も
作
ら
れ
て
い
た
。コ
コ
さ
ん
に
は
、私

も
ジ
ャ
ワ
の
名
山
巡
り
や
、
コ
モ
ド
島

な
ど
へ
も
ガ
イ
ド
し
て
も
ら
っ
た
。

若松林治（わかまつ・りんじ）
会員番号12187
1939年9月 13日　山形県鶴岡市に生まれる
1958年 山形県立鶴岡工業高校

を卒業。㈱日野自動車工
業に入社、同社山岳部に
所属。ビルマ、タイ、インド
ネシアに駐在、ジャワ島の
3000ｍ峰12座全山に登頂

1996年 日本山岳会入会。紹介
者は児玉茂、水野勉

2004年 同社を定年退職
2008年 日本三百名山登頂達成
2022年1月23日　逝去、享年81
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に
出
て
さ
ら

に
行
く
と
中

篠
井
登
山
口

か
ら
の
林
道

と
合
流
し
、

涸
沢
の
左
脇

を
稜
線
ま
で

登
り
、
稜
線

分
岐
を
右
に

５
分
ほ
ど
で

榛
名
山
山
頂

で
あ
る
。
男

体
山
、
女に

ょ

峰ほ
う

山
な
ど
日
光

方
面
の
展
望
が
得
ら
れ
る
。な
お
、公
園

内
の
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
上
部

か
ら
、
最
短
コ
ー
ス
で
正
面
の
榛
名
山

を
目
指
す
コ
ー
ス
も
あ
る
。

山
頂
か
ら
来
た
道
を
戻
り
、
先
ほ
ど

の
稜
線
分
岐
か
ら
わ
ず
か
な
登
り
で
、

小
さ
な
岩
場
の
ピ
ー
ク
の
男
山
山
頂
だ
。

北
に
高た

か

原は
ら

山
、
東
に
コ
ー
ス
中
最
高
峰

の
本
山
が
望
め
る
。
来
た
道
を
稜
線
の

道
ま
で
戻
り
、
左
に
下
っ
て
鞍
部
か
ら

ひ
と
登
り
し
、
分
岐
を
左
に
進
む
と
本

山
山
頂
で
あ
る
。
コ
ー
ス
中
で
一
番
の

３
６
０
度
の
展
望
が
楽
し
め
る
。
本
山

北
面
で
は
、
元
禄
年
間
に
金
山
が
開
削

さ
れ
、
地
元
に「
篠
井
の
金
堀
唄
」が
伝

わ
っ
て
い
る
。

次
の
飯
盛
山
へ
は
、
再
び
来
た
道
を

分
岐
ま
で
戻
り
、
左
に
稜
線
沿
い
に
下

る
。
下
り
切
っ
た
林
の
中
を
東
に
進
む

と
、下し

も

篠し
の

井い

登
山
口（
冒
険
活
動
セ
ン
タ

ー
に
出
る
道
で
も
あ
る
）
の
標
識
を
過

ぎ
、
送
電
線
鉄
塔
下
か
ら
急
登
す
る
と

飯
盛
山
山
頂
で
あ
る
。
雑
木
に
囲
ま
れ
、

展
望
は
良
く
な
い
。山
頂
を
後
に
、滑
り

や
す
い
急
な
道
を
下
り
、
大
畑
林
道
に

出
て
（
林
道
上
は
青せ

い

嵐ら
ん

峠
）
左
に
行
く
。

大
畑
林
道
口
の
標
識
か
ら
ス
ギ
林
に
入

り
、
少
し
進
む
と
青
嵐
峠
の
十
字
路
で

あ
る
が
、昔
の
道
で
通
る
人
も
な
く
、分

か
り
に
く
い
。
こ
こ
を
直
進
し
、
な
だ

ら
か
な
道
を
登
り
、
大
き
な
岩
の
下
を

抜
け
、
先
の
分
岐
を
左
に
登
る
と
、
高

連
載
■
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
9

宇
都
宮
ア
ル
プ
ス

栃
木
支
部　

仙
石
富
英

宇
都
宮
市
北
部
の
篠し

の

井い

、
富と

み

屋や

地
区

に
あ
る
標
高
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
山
並
み

で
、
宇
都
宮
市
民
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
手

軽
に
で
き
る
縦
走
コ
ー
ス
と
し
て
「
宇

都
宮
ア
ル
プ
ス
」（
篠
井
富
屋
連
峰
）の

名
称
で
、
県
内
外
か
ら
の
登
山
者
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。
北
か
ら
南
に
榛は

る

名な

山
、

男
山
、
本も

と

山
、
飯い

い

盛も
り

山
、
高た

か

舘だ
て

山
、
黒く

ろ

戸と

山
、
兜か

ぶ
と

山
な
ど
の
山
々
が
連
な
る
が
、

登
山
口
も
数
ヶ
所
あ
り
、メ
ン
バ
ー
、行

程
に
合
わ
せ
た
山
行
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
登
山
適
期
は
、
低
山
の
た
め

秋
か
ら
翌
年
の
初
夏
に
か
け
て
が
良
い
。

春
先
は
ス
ギ
花
粉
に
注
意
。

【
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
】

こ
こ
で
は
、登
山
口
の「
う
つ
の
み
や

平
成
記
念
子
ど
も
の
も
り
公
園
」
か
ら

の
７
峰
縦
走
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
が
、

一
般
的
な
榛
名
山
～
飯
盛
山
の
周
回
コ

ー
ス
の
場
合
は
、
公
園
駐
車
場
に
車
を

置
く
と
便
利
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
関
東
バ
ス
の
日

光
方
面
行
き
に
乗
り
、
船ふ

生に
ゅ
う

街
道
入
り

口
の
一
里
塚
バ
ス
停
（
日
本
橋
か
ら
２8

番
目
の
一
里
塚
と
さ
れ
る
）で
下
車
し
、

日
光
街
道（
国
道
１
１
９
号
）と
離
れ
て

船
生
街
道
を
登
山
口
の
う
つ
の
み
や
平

成
記
念
子
ど
も
の
も
り
公
園
ま
で
約
２

㎞
を
歩
く
。
公
園
駐
車
場
か
ら
ま
ず
榛

名
山
を
手
始
め
に
男
山
、
コ
ー
ス
中
の

最
高
峰
・
本
山
（
５
６
２
ｍ
）
を
登
り
、

南
の
高
舘
山
、
兜
山
経
由
で
中な

か

徳と
く

次じ

郎ら

登
山
口
へ
下
る
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

駐
車
場
か
ら
園
内
道
路
を
冒
険
活
動

セ
ン
タ
ー
へ
進
み
、途
中
に
あ
る
ト
イ
レ

の
手
前
左
側
の
登
山
道
入
り
口
か
ら
榛

名
山
に
向
か
う
。ス
ギ
林
を
進
み
、林
道

大網付近からの篠井連峰。左から榛名山、男山、本山、飯盛山

中徳次郎
登山口標識
中徳次郎
登山口標識

宇都宮市内へ宇都宮市内へ

日
光
宇
都
宮
道
路

日
光
宇
都
宮
道
路

国
道
１
１
９
号

国
道
１
１
９
号

国道293号国道293号

大網登山口
入り口

大網登山口
入り口

篠井ＩＣ篠井ＩＣ
一里塚
バス停
一里塚
バス停

兜山
372
兜山
372

鬼山
372
鬼山
372

公民館公民館 黒戸山
412
黒戸山
412

高舘山
477
高舘山
477

青嵐峠青嵐峠＝＝ ＝＝

飯盛山
501
飯盛山
501

金試堀跡金試堀跡

見晴台見晴台

下篠井登山口
標識
下篠井登山口
標識

篠井富屋連峰

篠井富屋連峰

篠井学童
バス停
篠井学童
バス停

子どものもり公園
（冒険活動センター）
子どものもり公園
（冒険活動センター）

榛名山
524
榛名山
524

男山男山 本山
562
本山
562

青嵐峠（林道）青嵐峠（林道）

大網登山口大網登山口

中徳次郎
バス停

中徳次郎
バス停

半蔵山
502
半蔵山
502

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲▲▲

▲▲

ⓅⓅ

逆逆
川川

田田
川川
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連
載
■
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
�

日
立
ア
ル
プ
ス

茨
城
支
部　

和
田
幾
久
郎

茨
城
県
の
北
東
部
に
は
、
北
の
福
島

県
側
か
ら
南
延
す
る
阿
武
隈
山
地
が
太

平
洋
に
沿
う
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
。

鉱
山
と
電
機
の
町
と
し
て
有
名
な
日
立

市
の
あ
た
り
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
山
地

の
入
り
口
と
な
り
、
点
在
す
る
山
々
は

「
日
立
ア
ル
プ
ス
」と
し
て
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

南
か
ら
風
神
山
・
真
弓
山
・
高た

か

鈴す
ず

山
・

御お

岩い
わ

山
・
神か

峰み
ね

山
が
連
な
り
、
少
し
東

に
逸
れ
て
羽
黒
山
、
そ
の
北
に
石せ

き

尊そ
ん

山

が
続
く
。
い
ず
れ
も
低
山
な
が
ら
も
す

ば
ら
し
い
眺
望
を
誇
り
、
フ
ォ
ト
・
ス

ポ
ッ
ト
も
多
い
。
高
鈴
山
付
近
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
現
在
、
茨
城
県
が

力
を
入
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る「
茨
城
県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」の
一

部
に
も
な
っ
て
お
り
、
新
年
度
の
開
通

を
視
野
に
入
れ
た
コ
ー
ス
整
備
や
道
標

設
置
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
日
立
ア
ル
プ
ス
の
一

部
で
あ
り
、
か
つ
茨
城
県
北
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
の
一
部
で
も
あ
る
、
御
岩
山
か

ら
高
鈴
山
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
を
紹

介
す
る
。
積
雪
の
心
配
が
あ
ま
り
な
く
、

い
つ
歩
い
て
も
四
季
折
々
の
低
山
の
表

情
を
楽
し
め
る
が
、
特
に
眺
望
が
開
け

る
落
葉
時
期
の
初
冬
か
ら
冬
季
、
ま
た
、

春
の
花
が
咲
き
誇
る
３
月
下
旬
～
４
月

を
適
期
と
し
て
推
奨
し
た
い
。

【
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
】

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
日
立
駅
か
ら
東
河
内

方
面
行
き
の
バ
ス
に
乗
車
し
、
御
岩
神

社
前
バ
ス
停
に
て
下
車
。
降
り
て
す
ぐ

の
案
内
板
に
従
っ
て
御
岩
神
社
の
境
内

へ
と
参
拝
道
を
進
む
。

御
岩
山
周
辺
は
古
代
よ
り
信
仰
の
聖

地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
日
本
最
古
の
地

舘
山
山
頂
だ
。平
坦
で
広
い
が
、展
望
は

良
く
な
い
。

黒
戸
山
へ
は
分
岐
ま
で
戻
り
、
左
に

進
む
。
黒
戸
山
山
頂
は
稜
線
上
の
目
立

た
な
い
ピ
ー
ク
だ
。
兜
山
に
は
山
頂
か

ら
林
の
中
を
下
り
、
林
道
に
出
た
ら
こ

こ
を
右
に
進
ん
で
送
電
線
の
下
を
過
ぎ
、

左
の
作
業
道
に
入
る
。
大
岩
の
下
を
巻

い
て
行
く
と
兜
山
の
山
頂
だ
。
標
高
は

低
い
が
、
樹
間
か
ら
日
光
方
面
が
望
め

る
。
下
山
は
林
道
ま
で
戻
り
、
林
道
を

右
に
下
っ
て
行
き
、
中
徳
次
郎
登
山
口

に
出
て
、日
光
街
道
・
徳
次
郎
交
差
点

の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
中
徳
次
郎
バ
ス
停

を
目
指
す
。

な
お
、
下
山
後
の
見
所
と
し
て
、
大お

お

網あ
み

登
山
口
付
近
に
二
宮
尊
徳
の
設
計
で

知
ら
れ
る
二
宮
堰
が
あ
る
。
ま
た
、
国

道
１
１
９
号
・
徳
次
郎
交
差
点
を
西
に
、

国
道
２
９
３
号
を
行
く
と
、「
道
の
駅

う
つ
の
み
や
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」、そ
の

先
に「
石
の
里　

大
谷
」な
ど
の
観
光
施

設
が
あ
る
。

【
コ
ー
ス
タ
イ
ム
】　

一
里
塚
バ
ス
停

（
30
分
）子
ど
も
の
森（
１
時
間
）榛
名
山

（
15
分
）男
山（
２0
分
）本
山（
１
時
間
）飯

盛
山
（
２0
分
）
青
嵐
峠
（
２5
分
）
高
舘
山

（
２5
分
）
黒
戸
山
（
２0
分
）
兜
山
（
35
分
） 

中
徳
次
郎
登
山
口（
10
分
）中
徳
次
郎
バ

ス
停

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】　

往
路
・
復
路
と
も

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
下
車
。
バ
ス
は
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
か
ら
船
生
・
塩
野
室
行
き
も
利

用
で
き
る
が
、
本
数
が
少
な
い
。
こ
の

場
合
は
篠
井
学
童
前
で
下
車
、
子
ど
も

の
も
り
公
園
ま
で
徒
歩
10
分
。
復
路
の

バ
ス
は
、中
徳
次
郎
バ
ス
停
で
乗
車
。Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
ま
で
約
40
分
。

【
参
考
文
献
・
問
合
せ
先
】　

分
県
登
山

ガ
イ
ド『
栃
木
県
の
山
』（
山
と
溪
谷

社
）、『
栃
木
百
名
山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』改

訂
新
版（
下
野
新
聞
社
）

う
つ
の
み
や
平
成
記
念
子
ど
も
の
も

り
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー 

０
２
８　
６

６
９　
２
４
４
１

【
地
図
】　

国
土
地
理
院
２
万
５
０
０
０

分
の
１
地
形
図「
下
野
大
沢
」「
大
谷
」

本山山頂からの日光連山。左端が男体山

神域にふさわしい荘厳な雰囲気が漂う御岩神社の楼門
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る
た
め
、
山
頂
で
は
５
億
年
も
前
の
地

層
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

雑
木
が
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
、
眺
望

も
良
く
な
っ
た
御
岩
山
か
ら
高
鈴
山
へ

は
１
・
５
㎞
ほ
ど
、
あ
ま
り
起
伏
は
大

き
く
な
い
道
を
30
分
程
度
登
れ
ば
到
着

す
る
。
日
立
ア
ル
プ
ス
の
中
心
的
存
在

で
あ
り
、
花
の
山
と
し
て
も
有
名
な
高

鈴
山
は
、
天
気
の
良
い
日
は
眺
望
が
す

ば
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
山
頂
で
休
憩
を

取
る
ハ
イ
カ
ー
も
多
い
。
御
岩
山
が
神

域
の
た
め
食
事
禁
止
な
の
で
、
ゆ
っ
く

り
す
る
な
ら
高
鈴
山
頂
が
お
勧
め
。

高
鈴
山
か
ら
南
側
に
３
㎞
ほ
ど
下
っ

た
所
に
あ
る
、
日
立
高
鈴
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
の
分
岐
を
西
に
進
む
と
、「
春は

る

友と
も

ト

レ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る

コ
ー
ス
を
２
時
間
ほ
ど
歩
い
て
、
常
陸

太
田
市
の「
春
友
彫
刻
の
森
公
園
」に
出

る
こ
と
が
で
き
る
。
茨
城
県
北
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
の
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、

途
中
で
は
、
春
友
大
沢
の
滝
の
静
か
な

空
間
や
、
日
立
側
の
街
並
み
と
は
ま
た

趣
を
異
に
し
た
、
純
朴
な
里
山
の
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
公
園
か
ら

５
分
ほ
ど
の
所
に
、
常
陸
太
田
駅
行
き

の
バ
ス
停
が
あ
る
。

時
間
が
な
い
場
合
は
、
高
鈴
山
か
ら

南
東
へ
と
下
り
、
助す

け

川が
わ

山
市
民
の
森
を

経
て
、
助
川
山
か
ら
の
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
日
立
の
街
に
降
り
る
と
良
い
だ

ろ
う
。
高
鈴
山
頂
か
ら
下
り
約
２
時
間

程
度
の
歩
き
で
、
日
立
駅
へ
と
戻
る
路

線
の
バ
ス
停
が
あ
る
。

【
コ
ー
ス
タ
イ
ム
】　

御
岩
神
社
前
バ
ス

停（
10
分
）御
岩
神
社（
30
分
）御
岩
山
頂

（
30
分
）高
鈴
山
頂（
１
時
間
２0
分
）日
立

高
鈴
Ｇ
Ｃ
分
岐（
２
時
間
）春
友
彫
刻
の

森
公
園（
５
分
）春
友
藤
の
屋
バ
ス
停

【
入
山
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
】　

Ｊ
Ｒ
常
磐

線
・
日
立
駅
か
ら
東
河
内
方
面
行
き
の

バ
ス
に
乗
車
し
、
御
岩
神
社
前
バ
ス
停

に
て
下
車
。

【
参
考
文
献
・
情
報
】　

分
県
登
山
ガ
イ

ド『
茨
城
県
の
山
』（
山
と
溪
谷
社
）

御
岩
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
w

w
w

.oiw
ajinja.jp/

誌『
常
陸
国
風
土
記
』に
も
、
御
岩
山
の

信
仰
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
見
受
け
ら
れ

る
。
篤
い
信
仰
の
対
象
と
し
て
地
域
の

中
核
を
成
し
て
き
た
御
岩
山
の
麓
に
、

江
戸
時
代
、
初
代
水
戸
藩
主
・
徳
川
頼

房
に
よ
り
、
現
在
に
ま
で
至
る
御
岩
神

社
の
基
礎
が
創
建
さ
れ
た
。

御
岩
神
社
は
な
ん
と
２２
柱
も
の
祭
神

を
祀
り
、
さ
ら
に
御
岩
山
頂
に
か
け
て

点
在
す
る
神
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の

神
仏
を
祀
る
。
御
岩
山
全
体
で
は
総
祭

神
１
８
８
柱
が
祀
ら
れ
、「
日
本
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
神
様
に
お
参
り
で
き
る
」

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
登
山
愛
好

者
に
限
ら
な
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

た
だ
し
、こ
こ
は
神
域
な
の
で
、敬
虔
な

気
持
ち
と
登
山
の
心
得
を
忘
れ
ず
に
。

御
岩
神
社
拝
殿
か
ら
表
裏
参
道
が
御

岩
山
頂
ま
で
延
び
て
い
る
。
歩
き
や
す

い
表
参
道
の
最
後
に
は
、
水
戸
藩
の
祈

願
所
と
し
て
代
々
の
藩
主
が
参
拝
し
た

賀が

毘び

禮れ

神
宮
が
奥
宮
と
し
て
待
ち
構
え

て
い
る
。
一
方
、
裏
参
道
は
登
り
ご
た

え
の
あ
る
急
登
が
続
く
が
、
途
中
で
薩さ

都と

神
社
中
宮
に
参
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
参
道
は
山
頂
直
下

で
合
流
し
、
や
や
迂
回
路
を
経
て
、
風

土
記
に
な
ら
い「
賀が

毘び

禮れ

之の

高た
か

峰み
ね

」と
記

さ
れ
た
山
頂
に
出
る
。

山
中
は
、
荘
厳
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る

高
さ
の
ス
ギ
な
ど
が
密
に

枝
を
伸
ば
し
、
登
山
道
に

は
そ
の
強
固
な
根
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
、
複
雑
な
階

段
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

足
元
に
は
十
分
注
意
し
て

歩
き
た
い
。
山
頂
付
近
に

は
、
宇
宙
か
ら
も
そ
の
光

が
見
え
た
と
い
う
逸
話
を

持
つ
神
秘
の
石
柱
や
、
触

れ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ

る
力
を
持
っ
た
赤
い
石
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、
御
岩

山
自
体
、
日
本
最
古
の
カ

ン
ブ
リ
ア
紀
層
の
上
に
あ

田中澄江選「花の百名山」の標識が立つ高鈴山山頂

大室山
427
大室山
427

玉簾の滝玉簾の滝

御岩神社御岩神社
御岩山御岩山 日鉱記念館日鉱記念館

本山トンネル本山トンネル

もとやま
自然の村
もとやま
自然の村

四辻四辻

金山金山

本山本山

助
川
山
へ

助
川
山
へ

日
高
高
鈴
Ｇ
Ｃ

日
高
高
鈴
Ｇ
Ｃ

623623

482482

洪沢洪沢

春友町春友町

町屋町町屋町

赤須赤須 茅根町茅根町

川向川向

真弓山・風神山へ真弓山・風神山へ
大平田大平田

春友
トレ
イル

春友
トレ
イル

高鈴山高鈴山

御岩神社バス停御岩神社バス停

485485

587587
神峰山神峰山

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

春
友
藤
の
屋
バ
ス
停

春
友
藤
の
屋
バ
ス
停

国
道
３
４
９
号

国
道
３
４
９
号

東
河
内
町

東
河
内
町

黒黒
川川
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Climbing&Medicine・89

微小の吸血昆虫ヌカカの被害と防御
� 秦　和寿

深山や渓流歩きをする人はブユに襲われた経験
があると思う。ところが、微小でしつこく飛び回
り、人を刺すヌカカのことはあまり知られていな
い。吸血性昆虫のヌカカは発赤と激しい痒みなど
の人体被害を及ぼす。虫から被害を受けたとき、種
名が分からないと不安になりパニックともなる。
ヌカカのことを頭の隅にでも入れておけば、あわ
てないで対処することができると思う。

ヌカカは漢字で書けば糠蚊、糠子（ヌカゴ）ある
いは浮塵子（フジンシ）だ。地方名も多く、尾瀬の
福島県側玄関口、桧枝岐ではヌカドオシ、甲州の
丹波山村ではムクリと言う。「ムクリ、コクリ、鬼
が来る」という古い言葉（広辞苑）がある。ムクリは
蒙古、コクリは高句麗で約740年前の元寇を伝え、
この場合はどうにもならない虫害に由来する。英
名はbiting midgeで蚊、蚋

ぶよ

やヌカカをひと括りにし
ているようだ。
【吸血昆虫ヌカカの生態と防御】
形状／大きさ：成虫で1～２㎜程度、糠のように
細かいが、翅をよく見ると褐色の斑点がある。幼
虫は水生。
種類： 国内に約50種。生息場所は種類により山地

や渓流、磯辺など異なる。
被害： 被害は朝と夕の無風時に多く、皮膚を齧り

血を舐める。吸血は雌のみ。刺傷部位の発
赤と激しい痛痒が数日間続くが、感染症は
媒介しない。発生は種類にもよるが一過性

でもある。
人を刺す主な加害種

・シナノヌカカ　北海道から中部山岳地帯など
の高地に分布。本種のタイプ標本は上高地で
1957年に採取されたものである。発生時期は
6月～9月。　

・ミヤマヌカカ　西日本で6 ～ 9月に人を激し
く襲う。

・ニワトリヌカカ　ニワトリを吸血し人にも来
る。平地で6月～9月。　

・イソヌカカ　海沿いの汽水域に生息。磯で人
を吸血。　

防御： 基本は着衣、着帽。顔周りは手拭いで被い
防ぐ。顔面用の防虫網などを使う人もいる。
忌避剤（成分ディートあるいはイカリジン）
の塗布。被害後の処置は市販の虫刺され軟
膏の塗布（抗ヒスタミン＋副腎皮質ホルモ
ン含有）の塗布。

なお、過去のコラムは次の手順でご覧になれます。ご活用ください。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http//jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html

ヌカカ・イラスト図

蚊柱を横切ったときに
複数のヌカカに刺され
た痕

（写真提供＝野口い
づみ）
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さ
れ
た「
山
岳
書
一
覧
」、創
文
社
の『
ア

ル
プ
』１
８
９
号
・
２
０
６
号
・
２
１
３

号（
48
～
50
年
刊
）に
分
載
さ
れ
た「
日

本
の
山
の
本
」な
ど
が
あ
っ
た
。こ
れ
ら

の
目
録
で
必
要
な「
山
書
」を
探
し
出
し
、

入
手
に
努
め
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
45（
１
９
７
０
）年
以
降
、
戦
後

の
ど
さ
く
さ
を
脱
却
し
、趣
味
・
趣
向
も

多
様
化
す
る
に
し
た
が
い
、
登
山
人
口

は
漸
減
し
て
き
た
。当
然
、「
山
書
」の
需

要
も
減
っ
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
山
岳

ツ
ア
ー
会
社
も
た
く
さ
ん
起
業
し
、組
織

に
属
さ
な
い
一
般
登
山
者
た
ち
が
応
募

す
る
よ
う
に
な
る
。
世
界
の
最
高
峰
エ

ベ
レ
ス
ト
で
さ
え
応
募
登
山
が
企
画
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
愕
然
と
し
た
も
の
で

あ
る
。こ
の
ツ
ア
ー
登
山
で
は
「
読
む
」

→「
計
画
」の
ス
テ
ッ
プ
が
省
か
れ
手
軽

に
登
山
で
き
る
た
め
ま
す
ま
す「
山
書
」

の
需
要
が
減
り
、「
山
の
本
が
売
れ
な

い
」
こ
と
に
拍
車
を
掛
け
た
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。な
お
、近
代
登
山
黎
明

期
に
お
い
て
も
山
案
内
人
は
存
在
し
た

が
、こ
れ
は
「
登
る
」
の
ス
テ
ッ
プ
を
補

助
し
た
に
過
ぎ
ず
、「
読
む
」
→
「
計
画
」

の
ス
テ
ッ
プ
に
は
関
係
し
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
発
行
部
数
は
減
っ
た
も

の
の
、「
山
書
」は
相
変
わ
ら
ず
刊
行
さ

れ
て
い
て
、
第
２
次
登
山
ブ
ー
ム
の
生

き
残
り
の
一
人
で
あ
る
筆
者
ら
は
相
変

わ
ら
ず
「
山
書
」
を
探
し
求
め
て
い
た
。

従
来
発
表
さ
れ
て
き
た
山
岳
図
書
リ
ス

山
書
を
探
し
求
め
て

�
嶋
岡
章

今
、「
山
書
」い
わ
ゆ
る「
山
の
本
」は

売
れ
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
の
か
？　

戦
後
間
も
な
く
、
昭
和
２5
年
フ
ラ
ン

ス
隊
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
初
登
頂
、
昭
和

２8
年
イ
ギ
リ
ス
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登

頂
、
昭
和
31
年
日
本
山
岳
会
隊
の
マ
ナ

ス
ル
初
登
頂
、
昭
和
33
年
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
隊

の
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
初
登
頂
な
ど
に
刺
激
さ

れ
て
第
２
次
登
山
ブ
ー
ム
が
起
き
、
登

山
人
口
は
一
気
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
山

を
登
る
と
き
は
通
常
、読
む（
例
え
ば
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
山
岳
雑
誌
な
ど
の
山
書

を
調
査
）
→
計
画
→
登
る
（
登
山
の
実

践
）→
書
く（
記
録
、報
告
）と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
繰
り
返
す
。
こ
の「
読
む
」「
計

画
」「
書
く
」の
各
ス
テ
ッ
プ
に
は
、
必

ず
そ
こ
に「
思
考
」が
介
在
す
る
。
こ
れ

が
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
と
大
い
に
異
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
初

め
に
位
置
す
る
ス
テ
ッ
プ「
読
む
」の
対

象
と
な
る「
山
書
」が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト

を
占
め
る
の
は
論
を
待
た
な
い
。

こ
の「
山
書
」に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

は
じ
め
雑
誌
、
紀
行
、
探
検
記
、
随
筆
、

小
説
、
詩
集
、
画
集
、
写
真
集
、
技
術

書
、
史
書
、
会
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。
第
２
次
登
山
ブ
ー

ム
の
登
山
者
た
ち
の
需
要
に
応
え
て
、

こ
れ
ら
の「
山
書
」が
続
々
と
刊
行
さ
れ

た
。
登
山
者
た
ち
は『
山
と
溪
谷
』『
岳

人
』
は
じ
め
多
く
の
山
岳
雑
誌
や
新
聞

広
告
な
ど
か
ら「
山
書
」の
情
報
を
得
て

い
た
。
ま
た
、
古
書
店
巡
り
を
す
れ
ば

戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
古
典
と

呼
ば
れ
る
古
書
が
目
白
押
し
だ
っ
た
し
、

各
山
岳
会
の
会
報
で
さ
え
扱
わ
れ
て
い

て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ほ

か
各
種
山
岳
図
書
目
録
も
情
報
源
と
し

て
大
い
に
利
用
し
て
い
た
。
主
な
も
の

に
、山
と
溪
谷
社
の
登
山
講
座
・
別
巻

『
山
岳
事
典
』（
昭
和
35
年
刊
）、同
『
世

界
山
岳
百
科
事
典
』（
46
年
刊
）に
掲
載

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

第24回「秩父宮記念山岳賞」の
推薦募集について
秩父宮記念山岳賞審査委員会

　第２4回「秩父宮記念山岳賞」の推薦（他薦
に限る）を次のとおり受け付けます。事務
局まで資料をご請求ください。当会のホー
ムページを活用される方は、推薦募集の詳
細を掲載しておりますので、推薦要項・所
定様式（ダウンロード可能）などをご参照
ください。多数のご推薦をお待ちしており
ます。
　なお、本賞は公益目的事業でありますか
ら、受賞対象者を本会会員またはグループ
に限定しておりません。

◎対象分野　 登山活動／山岳に関する文
化的活動、学術的業績

◎提出先　　 日本山岳会内　秩父宮記念
山岳賞事務局

◎締切り　　令和4年8月31日（水）
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廊
な
ど
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
地
名
に

は
私
た
ち
登
山
者
も
馴
染
み
深
い
が
、

果
た
し
て
ど
ん
な
地
域
で
、
ど
の
よ
う

な
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
る
の

か
は
知
ら
な
い
。

本
書
の
内
容
は
２
０
０
５
年
か
ら
10

年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
キ
ル

ギ
ス
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
中
心
に
行
な

わ
れ
た
現
地
で
の
調
査
研
究
に
基
づ
き
、

専
門
分
野
の
異
な
る
18
人
の
研
究
者
が

多
角
的
に
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
、
第

一
部「
自
然
」、第
二
部「
人
と
牧
畜
」、第

三
部「
観
光
開
発
・
資
源
利
用
と
保
護
・

持
続
可
能
な
利
用
」の
３
部
か
ら
成
る
。

図
や
写
真
も
豊
富
に
収
録
さ
れ
、
分
か

り
や
す
く
充
実
し
た
内
容
だ
。

個
人
的
に
も
、
定
年
退
職
後
の
二
度

目
の
学
生
生
活
で
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
が
執
筆
者
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

や
、
も
う
30
年
以
上
前
の
話
だ
が
、
所

属
し
て
い
る
山
岳
会
の
仲
間
た
ち
が
、

２0
周
年
記
念
登
山
の
対
象
地
と
し
て
、

こ
の
地
域
の
ゼ
ラ
フ
シ
ャ
ン
山
群
を
選

ん
だ
縁
な
ど
も
あ
り
、
親
近
感
を
感
じ

つ
つ
読
み
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

第
一
部
で
は
、パ
ミ
ー
ル
の
概
観
、地

形
、
氷
河
を
め
ぐ
る
謎
、
気
候
環
境
と

水
環
境
、高
山
植
生
の
特
徴
と
保
全
、自

然
保
護
地
域
と
自
然
資
源
消
費
、
大
型

哺
乳
類
の
生
息
状
況
と
保
護
管
理
の
課

題
な
ど
が
解
か
れ
て
お
り
、
第
二
部
は
、

乳
文
化
か
ら
見
た
パ
ミ
ー
ル
の
位
置
、

パ
ミ
ー
ル
北
部
ア
ラ
イ
谷
に
お
け
る
牧

畜
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
カ
ラ
ク
ル

村
に
お
け
る
牧
畜
、
協
働
型
日
々
放
牧

ゲ
ズ
ー
と
ノ
バ
ド
―
そ
の
分
布
と
地
域

の
持
続
可
能
性
に
お
け
る
そ
の
意
義
、

な
ど
の
言
葉
が
章
タ
イ
ト
ル
に
並
ん
で

い
る
。

第
三
部
で
は
、キ
ル
ギ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
・
べ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
外

国
人
観
光
客
の
動
向
、
パ
ミ
ー
ル
・
ア

ラ
イ
の
地
名
と
そ
の
観
光
利
用
、
キ
ル

ギ
ス
南
部
ア
ラ
イ
谷
の
農
業
と
生
活
か

ら
見
た
地
域
の
持
続
性
、
タ
ジ
キ
ス
タ

ト
の
続
編
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

『
山
岳
関
係
図
書
目
録　

和
書　

１
９

７
５
―
１
９
８
７
』（
日
本
山
書
の
会

91
年
刊
）が
誕
生
し
た
。日
本
山
書
の
会

で
は
、
そ
の
後
も
目
録
編
纂
作
業
が
続

け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
一
昨
年
末
に

平
成
年
間
に
出
版
さ
れ
た
山
岳
図
書
の

目
録
を
刊
行
し
た
。新
編
は『
山
岳
関
係

図
書
目
録　

和
書　

１
９
８
８
―
２
０

１
８
』と
追
加
補
訂
版
か
ら
な
り
、９
５

５
３
点（
１
３
２
６
８
冊
）を
収
録
し
て

い
る
。
編
纂
に
当
た
り
、
可
能
な
限
り

現
物
の
照
合
調
査
を
行
な
い
、
日
本
山

岳
会
図
書
室
も
利
用
し
た
そ
う
で
あ
る

（
入
手
法
な
ど
は
日
本
山
書
の
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

こ
れ
ら
の
図
書
目
録
が
、
山
書
を
探

す
う
え
で
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
筆
者
ら
も
大
い
に
利
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
図
書
目
録

が
山
書
購
読
促
進
の
一
助
に
な
る
と
期

待
し
て
い
る
。 

（
関
西
支
部
会
員
）

渡
辺
悌
二
／
白
坂
蕃
編
著

変
わ
り
ゆ
く
パ
ミ
ー
ル
の
自

然
と
暮
ら
し�　
持
続
可
能
な

山
岳
社
会
に
向
け
て　

2021年10月
ブイツーソリューション
A5判　409㌻
3000円＋税

「
パ
ミ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で

き
る
日
本
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
」。編

著
者
が
刊
行
に
寄
せ
て
冒
頭
に
記
し
た

こ
の
言
葉
に
刺
激
を
受
け
、
４
０
０
ペ

ー
ジ
以
上
も
の
大
作
を
読
む
意
欲
が
湧

い
て
き
た
。

確
か
に
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
パ
ミ

ー
ル
と
い
う
名
称
や
、
地
域
の
最
高
峰

イ
ス
モ
イ
ル
・
ソ
モ
ニ（
旧
・
コ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
峰
）、レ
ー
ニ
ン
峰
な
ど
の
７
０
０

０
ｍ
級
の
山
々
の
こ
と
や
、
ワ
ハ
ン
回

図
書
紹
介



山　924−2０22・5・2０

■17

【
報
告
事
項
】

１
・
正
会
員
２0
名
、
準
会
員
11
名
の
入

会
を
承
認
し
た
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

（
古
野
）

２
・
３
月
分
寄
附
金
4
件
の
受
入
れ
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
南
久
松
）

３
・
令
和
４
年
度
事
業
計
画
を
内
閣
府

に
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
柏
）

４
・
内
閣
府
の
立
ち
入
り
検
査
が
、
６

月
９
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
） 

５
・
事
務
局
職
員
給
与
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
柏
）

ン
・
ワ
ハ
ン
に
お
け
る
住
民
と
生
業
な

ど
が
語
ら
れ
る
が
、
生
態
系
を
活
か
し

た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
地
質
を
活
か

し
た
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た

ジ
オ
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
し
い

概
念
が
、
貧
困
を
解
消
す
る
策
と
し
て

提
案
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
か
っ
た
。

い
っ
た
ん
最
後
ま
で
読
み
終
え
て
も
、

私
に
は
パ
ミ
ー
ル
を
語
る
こ
と
な
ど
と

て
も
で
き
な
い
が
、
ど
こ
ま
で
も
広
が

る
草
原
で
、
青
空
の
も
と
伸
び
や
か
に

連
な
る
雪
山
か
ら
吹
き
降
ろ
し
て
来
る

風
を
感
じ
な
が
ら
、
変
わ
り
ゆ
く
も
の

と
変
わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
、
こ

の
目
で
確
か
め
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

 
�

（
久
保
田
賢
次
）

会

務

報

告

令
和
４
年
度
第
１
回（
４
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

令
和
４
年
４
月
13
㈬

19
時
00

分
～

場
所　

集
会
室
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

【
出
席
者
】
古
野
会
長
、
坂
井
・
山
本
各

副
会
長
、
柏
、
南
久
松
、
萩
原

各
常
務
理
事
、
松
原
・
松
田
・

清
水
・
飯
田
・
久
保
田
・
平
川
・

川
瀬
・
長
島
各
理
事
、
黒
川
・

佐
野
各
監
事

【
欠
席
者
】
橋
本
副
会
長

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
節
田
会
報
編
集
人

【
審
議
事
項
】

１
・
高
尾
の
森
づ
く
り
寄
附
金
に
つ
い

て（
南
久
松
）（
賛
成
14
、
反
対
０
）

２
・
令
和
4
年
度
支
部
特
別
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
（
松
田
） （
賛
成
14
、
反
対

０
）

３
・
小
島
烏
水
祭
へ
の
助
成
に
つ
い
て

（
南
久
松
）（
賛
成
14
、
反
対
０
）

４
・
福
島
支
部
支
部
長
の
交
代
に
つ
い

て（
柏
）（
賛
成
14
、
反
対
０
）

【
協
議
事
項
】

１
・
令
和
４
年
度
の
会
議
削
減
に
つ
い

て（
松
田
）

第
76
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

昨
年
、
一
昨
年
と
２
回
に
わ
た
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
縮
小
開
催
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
、
本
年
第
76

回
を
従
来
の
形
に
戻
し
て
開
催
し
ま

す
。
参
加
さ
れ
る
会
員
は
、
発
熱
な

ど
体
調
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
記
念
山
行
】

６
月
４
日
㈯
午
前
８
時
30
分
に
上

高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
集
合
。
島
々

谷
登
山
道
改
修
中
の
た
め
、
明
神
か

ら
徳
本
峠
を
往
復
し
ま
す
。
参
加
者

は
自
己
責
任
で
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
碑
前
祭
】

６
月
５
日
㈰
午
前
10
時
に
上
高
地

ウ
ェ
ス
ト
ン
広
場
で
開
催
。
日
本
山

岳
会
会
長
、
来
賓
の
ご
挨
拶
、
安
曇

小
学
校
児
童
に
よ
る
献
花
、
献
歌
な

ど
の
式
典
に
続
き
、
特
別
講
演
を
行

な
い
ま
す
。

【
特
別
講
演
】

講
師
＝
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー
・

平
出
和
也
氏　

【
問
合
せ
先
】

日
本
山
岳
会
信
濃
支
部
ウ
ェ
ス
ト

ン
祭
実
行
委
員
長
・
古
幡
開
太
郎

☎
０
９
０　
１
６
９
１　
０
４
６
６

V
E

U
00522@

nifty.ne.jp

＊
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
お
よ
び
特
別
講
演

は
ウ
ェ
ブ
配
信（
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
信
濃
支
部
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
実
行
委

員
長
・
古
幡
開
太
郎
）
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エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
ク
ラ
ブ（
４
４
３
６
）

小
川
幸
恵　
（
６
６
２
６
）　

東
海

吉
岡
淳
一　
（
１
０
８
２
３
）山
陰

池
本
喜
浩　
（
１
１
９
５
３
）広
島

大
塚
栄
寿　
（
１
２
６
５
１
）

高
木　

弘　
（
１
３
４
１
８
）岩
手

高
木
恵
美
子（
１
３
４
１
９
）岩
手

松
村
竹
次
郎（
１
６
０
２
６
）関
西

澤
田
信
也　
（
１
６
４
２
２
）東
海

幅
下
信
一　
（
Ａ
０
２
２
８
）岩
手

多
田
洋
子　
（
Ａ
０
３
５
５
）東
京
多
摩

大
城
丈
典　
（
Ａ
０
３
６
１
）山
梨

６
・
入
会
案
内
の
増
刷
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
柏
）

７
・
期
限
切
れ
に
な
る
ビ
ー
ル
券
（
贈

答
）
の
換
金
処
理
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
柏
）

８
・
山
研
国
有
林
使
用
許
可
書
が
林
野

庁
か
ら
届
い
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。（
川
瀬
）

９
・
登
山
計
画
の
提
出
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。（
川
瀬
）

10
・
医
療
委
員
会
委
員
長
交
代
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

11
・
福
島
支
部
事
務
局
長
の
交
代
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
柏
）

12
・
山
岳
４
団
体
で
登
山
計
画
書
提
出

ツ
ー
ル「
コ
ン
パ
ス
」に
つ
い
て
協
議
し

た
報
告
が
あ
っ
た
。（
古
野
）

13
・「
山
」４
月
号
の
発
行
に
関
す
る
報

告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

4月4月

1
日　
「
山
の
日
」事
業
委
員
会

4
日　

青
年
部

5
日　

資
料
映
像
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ

6
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会

7
日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ　

緑
爽
会

1２
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

13
日　

理
事
会
休
山
会
山
想
倶
楽
部

15
日　

図
書
委
員
会

２0
日　

会
報
編
集
委
員
会　

科
学
委
員

会　

山
岳
古
道
Ｐ
Ｔ　

ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
ク
ラ
ブ　

つ
く
も
会

２1
日　

支
部
事
業
委
員
会　

記
念
事
業

委
員
会　

学
生
部　

九
五
会　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

２２
日　

記
念
事
業
委
員
会

２5
日　

資
料
映
像
委
員
会　

青
年
部　

緑
爽
会

２6
日　

資
料
映
像
委
員
会　

00
会

２8
日　

山
遊
会４

月
来
室
者　

１
５
２
名

会
員
異
動

物
故

大
場
攝
雄　
（
３
８
４
１
）２２
・
1
・
２6

北
村
武
彦　
（
３
９
７
３
）２２
・
4
・
1  

芳
野
赳
夫　
（
４
４
２
８
）２２
・
3
・
31

日
高
健
二
郎（
４
７
７
９
）２1
・
２
・
16  

中
村
元
次
郎（
４
９
６
９
）２２
・
3
・
２7  

奥
井　

清　
（
４
９
９
９
）２２
・
4
・
7

遠
藤
靖
彦　
（
６
６
５
３
）２２
・
4
・
17

櫻
田
直
克（
１
２
４
５
０
）２２
・
4
・
14

退
会

静
岡
大
学
山
岳
部
紫
岳
会

　
　
　
　
　
（
１
５
４
５
）　

静
岡

小
野
一
丸　
（
４
２
６
８
）　

北
九
州

インフォメーション

◆
科
学
委
員
会
探
索
山
行
の
ご
案
内

科
学
委
員
会
主
催
の
探
索
山
行
を
開

催
し
ま
す
。
科
学
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

以
外
に
先
着
10
名
様
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
科
学
委
員
会

（

kagaku@
jac.or.jp

）
に
氏
名
（
お

よ
び
会
員
の
場
合
は
会
員
番
号
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
、
自
宅
電
話
番
号
、
携
帯
電
話
番

号
、
緊
急
連
絡
先
（
氏
名
お
よ
び
続
柄
、

電
話
番
号
）
を
明
記
の
う
え
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
個
人
情
報
は
、登
山
計
画
書
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
）。

日
時　

６
月
２5
日
㈯
～
２6
日
㈰

集
合　

６
月
２5
日
㈯　

７
時
45
分
新
宿

駅
西
口
中
央
通
り
「
工
学
院
大

学
」
正
面
玄
関
付
近　

８
時
新

宿
駅
出
発

テ
ー
マ　
「
山
と
高
原
の
み
ず
う
み
」　

赤
城
お
よ
び
奥
日
光
の
山
岳
湖

沼
群
を
巡
り
、
山
岳
湖
沼
の
成

因
な
ど
を
探
る

講
師　

中
野
俊
氏（
科
学
委
員
会
委
員
）、

福
岡
孝
昭
氏
（
科
学
委
員
会
委

員
）

宿
泊　

奥
日
光
・
丸
沼
温
泉（
環
湖
荘
）

費
用　

約
２
万
５
０
０
０
円

行
動　

６
月
２5
㈯　

新
宿
駅
＝（
関
越
）

＝
赤
城
小
沼
付
近
駐
車
場
─
地

蔵
岳
往
復
（
山
頂
付
近
で
講
師

か
ら
覚
満
淵
・
小
沼
・
大
沼
の

湖
沼
生
成
過
程
な
ど
の
説
明
）
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❖
編
集
後
記
❖

◦
若
き
日
、
足
尾
山
地
の
根
本
山
と
熊

鷹
山
に
登
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
折
気

に
な
っ
た
の
が
、
南
西
に
あ
る
「
鳴な

る

神か
み

山
」と
い
う
山
名
で
し
た
。そ
れ
か
ら
幾

星
霜
、
先
月
思
い
立
っ
て
登
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
山
に
だ
け
咲
く
カ
ッ
コ
ソ

ウ
と
出
会
う
に
は
少
し
早
か
っ
た
の
で

す
が
、
山
頂
で
見
事
な
ア
カ
ヤ
シ
オ
群

落
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
山

の
自
然
保
護
を
願
っ
て
努
力
さ
れ
て
い

る
、
地
元
の
方
々
に
感
謝
で
す
。

◦
鳴
神
山
は
雷な

る

神か
み

岳
や
嶽た

け

山や
ま

な
ど
の
別

名
を
持
つ
信
仰
の
山
で
す
。「
鳴
神
」と

は
雷
の
こ
と
で
す
か
ら
、か
つ
て
は
、里

人
た
ち
に
と
っ
て
雨
乞
い
の
山
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
代
は
移

り
人
々
の
願
い
ご
と
が
変
わ
っ
て
も
、

篤
い
「
祈
り
の
心
」
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

こ
の
神
の
山
は
、
き
っ
と
応
え
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
節
田
重
節
）

日本山岳会会報　山　924 号
２0２２年（令和4年）5月２0日発行
発行所　公益社団法人日本山岳会
　〒10２−0081
　東京都千代田区四番町5-4
　サンビューハイツ四番町
　TEL　東京（03）3２61-4433
　FAX　東京（03）3２61-4441
発行者　日本山岳会会長　古野 淳
編集人　節田重節
　E-メール：jac-kaiho@jac.or.jp
印　刷　株式会社　双陽社

会
期　

６
月
15
日
㈬
～
２3
日
㈭

会
場　

山
形
県
酒
田
市
・
酒
田
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー　

０
２
３
４　

２4　
５
７
８
０

問
合
せ　

志
田
郁
夫　

０
９
０　
２

９
９
６　
１
３
９
２
／
川
嶋
新

太
郎　

０
９
０　
９
３
６
９　

２
３
４
５

◆
千
葉
潔
展

日
時　

６
月
10
日
㈮
～
２9
日
㈬　

11
時

～
18
時
、
最
終
日
17
時
ま
で

（
16
、
２3
日
休
廓
）

会
場　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
ろ
は
に　
（
堺

市
甲
斐
町
東
１
丁
２
番
２9
号　

山
ノ
口
商
店
街
〈
ア
ス
テ
ィ
山

ノ
口
〉中
ほ
ど
）　

／

０
７

２　
２
３
２　
１
６
８
２　

阪
堺

線
・
宿
院
駅
か
ら
徒
歩
２
分
／

南
海
本
線
・
堺
駅
か
ら
徒
歩
1２

分
／
阪
神
高
速
・
堺
出
口
か
ら

車
５
分

追
加
訂
正�

会
報
４
月
号
15
ペ
ー
ジ
、「
寄
附
金

お
よ
び
助
成
金
な
ど
の
受
入
報
告
」
中
、

滝
川
清
会
員
の
寄
附
目
的
の
項
に
「
永

年
会
員
か
ら
の
ご
寄
附
」
を
追
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

６
月
２6
日
㈰　

環
湖
荘（
バ
ス
）

＝
赤
沼
茶
屋
─
小
田
代
原
─
弓

張
峠
─
西
ノ
湖
─
・
千
手
ヶ
浜

（
フ
ェ
リ
ー
）=

菖
蒲
浜
─
竜
頭

ノ
滝（
待
機
バ
ス
）＝
新
宿（
解

散
）

◆
第
10
回�

三
ツ
峠
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
保

護
活
動
募
集
案
内

主
催　

東
京
多
摩
支
部 

自
然
保
護
委

員
会

日
時　

６
月
19
日
㈰
～
２0
日
㈪

集
合　

富
士
急
・
河
口
湖
駅　

９
時
30

分

行
程　

河
口
湖
駅（
バ
ス
）＝
三
ツ
峠
登

山
口
─
三
ツ
峠
山
荘
（
午
後
保

護
活
動
）。

《
宿
泊
組
》

山
荘
に
宿
泊
（
夕
食
前
後
に
山
荘
主

人
の
中
村
さ
ん
の
講
話
）。
翌
２0
日
早

朝
、開
運
山
頂
周
辺
散
策
、朝
食
後
、２

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
下
山
。
Ａ
コ
ー
ス

は
往
路
を
下
山 

、
10
時
２0
分
の
バ
ス
に

て
河
口
湖
駅
へ
、
解
散
。
Ｂ
コ
ー
ス
は

府
戸
尾
根
を
経
て
寿
駅
へ
、
解
散
。

《
日
帰
り
組
》

16
時
ご
ろ
往
路
を
下
山
、
タ
ク
シ
ー

で
河
口
湖
駅
、
解
散
。

費
用　

宿
泊
組
＝
１
万
円
（
宿
泊
費
・

協
力
金
）、
日
帰
り
組=

１
０
０

０
円（
協
力
金
）。

募
集
人
員　

10
～
15
名

申
込
み
・
問
合
せ　

岡
義
雄　

 
 

okayoshio@
ozzio.jp

０
９
０　
２
１
４
０　
５
０
５
７

締
切
り　

６
月
７
日
㈫

申
込
み
時
に
氏
名
、
性
別
、
年

齢（
6
月
19
日
現
在
）、
支
部
名
、

会
員
番
号
、
携
帯
番
号
、
山
岳

保
険
加
入
先
、本
人
連
絡
先（
住

所
、
携
帯
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）、　

緊
急
連
絡
先（
氏
名
、

続
柄
、電
話
番
号
）を
明
記
。
以

下
２
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
二
者
択

一
の
こ
と　

①
宿
泊
組
ま
た
は 

日
帰
り
組　

②
宿
泊
組
の
み
下

山
コ
ー
ス（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）。 

申

込
み
者
に
は
後
日
、
詳
細
案
内

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◆
第
28
回
山
岳
写
真
展
「
心
に
映
る

山
々
」

�

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

《
酒
田
巡
回
展
》

当
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
写
真
展
を
開

催
し
、
会
員
が
撮
影
し
た
国
内
外
の
山

岳
写
真
40
点
を
全
紙
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
東
京
展
は
す
で
に
終
了
し
ま
し
た

が
、
巡
回
展
と
し
て
酒
田
展
が
６
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。




